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隠さ れ た 武器 


免責 事項 


この 資料 は 、 研 究 お よび 参照 肌 9 の み で 提供 され て いま す 。 こ こ で 言及 され て いる 武器 の 大 半 は 所 持 が 違法 で ある た め 、 読 者 は 入手 また は 製 
造 し な いこ と を 強く お 勧め し ます 。 法 律 を 破っ た り 、 不 当 に 他人 を 傷つけ た りす る こと が 私 た ちの 目的 で は あり ませ ん 。 こ こ で 言及 され て いる 武 
器 の 大 半 は 現在 、 さ ま ざ ま な ソー ス か ら 入 手 可能 で あり 、 犯 罪 者 の 手 に 渡る 可能 性 も 十分 に ある こと に ご 注意 くだ さい 。 


路上 で 犯罪 者 に 遭遇 し た と き に 、 ど の よう な 事態 に 直面 する 可能 性 が ある か を 知っ て お く こ と は 重要 だ と 私 た ち は 考え て いま す 。 
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導入 


隠し 武器 は 、 目 に 見 えな い 武 器 や 即席 の 武器 と は 異な り ま す 。 む し ろ 、 武 器 と し て の 使用 を 特に 意図 し て お り 、 人 体 に 最大 限 に 隠蔽 され 
る よう 設計 され て いま す 。 


武器 と し て 特別 に 設計 され て いる た め 、 本 来 は 全く 異な る 目 約 の た め に 作ら れ た 即席 の 武器 より も は る か に 大 き な ダ メー ジ を 与え る 傾向 が 
あり ます 。 そ の 性 質 上 、 
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武器 を 隠し て 所 持 す る こと は 、 多 く の 場 合 、 法 律 で 禁止 され て いま す 。 管 轄 地域 や 武器 の 種類 に 応じ て 、 没 収 か ら 数 年 の 懲役 刑 ま で 、 刑 罰 は 
さま ざま で す 。 
珍し い 武 器 の 調達 を 検討 する 前 に 、 必 ず お 住ま い の 地域 の 武器 所 持 に 関す る 法律 を 調べ て くだ さい 。 


これ ら の 武器 の 中 に は 、 ギ ャ ング の メン バー.、 元 受刑 者 、 プ ロ の 犯罪 者 に 好ま れる も の も あり ます 。 

これ ら の 人 々 は 通常 、 薬 物 乱用 を 繰り 返し て いる 重罪 犯 で あり 、 禁 止 さ れ て いる と いう 理由 だ け で 欲し い 武器 を 手 に 入れ る こと を 思い と ど 
まる こと は あり ませ ん 。 職 業 、 環 境 、 ま た は ライ フス タイ ル に よっ て この よう な 人 々 と 接触 する 傾向 が ある 場合 、 暴 力 的 な 衝突 が 発生 し た 
場合 に 武器 で 攻撃 され る リス ク が 高く な り ま す 。 こ の セク ショ ン で は 、 こ の よう な 武器 が どの よう に 使用 され る か 、 通 常 、 武 器 が 人 の どこ に 隠さ れ 
て いる か 、 武 器 に 重大 な 弱点 が ある か どう か に つい て 簡単 に 説明 し ます 。 


リス ト さ れ て いる 武器 の 中 に は 、 極 め て 危険 で 、 極 め て 違法 な も の も あり ます 。 こ の よう な 武器 は 、 通 常 、 暗 殺 者 (犯罪 者 、 テ ロリ スト 、 ま た は 公式 
こ 認 可 さ れ た 者 ) の 道具 で あり 、 真 の 戦士 が 使用 する こと は 決し て あり ませ ん 。 し か し 、 多 く の 奇 人 変人 は 、 自 分 を 「 忍 者 コマ ンド ー」 と 称し 、 
この よう な 武器 を 入手 また は 製造 し て 持ち 歩く 可能 性 が あり ます 。 こ の よう な 人 物 と 口論 に な っ た 場合 は 、 ど の よう な 状況 に 直面 する か を 知っ 
て お く と よい で し ょ う 。 


異国 の 武器 は 、 戦 士 の 道 を 歩む 多く の 人 々 に と っ て 、 長 い 間 、 興 味 の 対象 と な っ て きま し た 。 こ の セク ショ ン は 、 情 報 提供 だ け で な く 、 娯 楽 と し て 
も 楽し め る よう に 作ら れ て いま す 。 


以下 に 、 一 般 的 な 隠し 武器 の 一 部 を 示し ます 。 簡 潔 に する た め 、 こ の セク ショ ン は 完全 で は あり ませ ん 。 隠 し 武器 の 種類 は 数 百 に 上 り ま す 。 隠 し 
武器 の 多く は 、 生 産 数 が 限ら ちら れ て いた り 、 手 作り の 試作 品 で あっ た りす る た め 、 入 手 が 了 困難 で す 。 こ こ に 挙げ た 武器 の ほとん ど は 現在 入手 可 
能 で す 。 一 般 的 な 武器 (ロック ブ レー ド 、 ハ ン テ ィ ン グ ナ イ フ 、 ハ ンド ガン な ど ) は 、 こ の セク ショ ン か ら 際 外さ れ て いま す 。 お そら くす 

で に ご 存 知 の 内 容 を 説明 する た め に 、 こ の セク ショ ン に 含め る と 多く の スペ ー ス が 必要 に な る た めで す 。 


ブレ ー ド & サ ッ チ 


刃物 は スト リー ト フ ァ イ タ ー、 ギ ャ ング 仮釈放 され た 重罪 犯 が 好 ん で 携帯 する 武器 で あり 、 路 上 で 少し で も 時 間 を 過ごせ ば 必ず 遭遇 する 

こと に な り ま す 。 

犯罪 者 が 刃物 を 好む 理由 は さま ざま で す 。 第 一 に 、 刃 物 は 安価 で 入手 し や すい た め 、 捜 索 の 可能 性 が ある 場合 に は すぐ に 捨て る こと が で 

きま す 。 第 二 に 、 刃 物 は 小さ く 、 軽 量 で 、 簡 単に 隠す こと が で きま す 。 第 三 に 、 刃 物 は 素手 より も は る か に 威圧 的 で 、 被 害 が 大 きい で す 。 第 四 に 、 多 

く の 犯罪 者 は 刃物 は 「 追 跡 不可 能 な 」 武 器 で あり 指紋 を 拭き 取れ ば 自分 と 結び 付け られ な いと 誤解 し て いま す 。 第 五 に 、 ほ と ん どの 場 

合 、 刃 物 (特に 折り た た み 式 ナイ フ 、 カ ッ タ ー ナ イフ 、 小 型 の 包丁 ) の 所 持 は 、 挙 銃 の 所 持 よ り も は る か に 軽い 禄 則 と な り ま す 。 そ し て 最後 に 、 刃 物 は 
音 が 出 ませ ん (犯罪 者 が 不要 な 注意 を 引く の を 避け る 機会 が 増え ます )。 


警察 紀 用心 棒 、 バ イカ ー で あれ ば 、 少 な く と も 刃物 で 攻撃 され る 可能 性 が 高い 。 
一 度 。 
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「 シ ブ 」 と は 、 一 般 的 に 、 単 一 の 材料 (通常 は 鋼 ) か ら 作 られ 、 最 大 限 に 隠蔽 され る よう に 設計 され た 、 小 さく て 薄い ナイ フ (通常 は 両刃 ) と 定義 
され ます 。 軽 量 で 、 目 立ち ませ ん 。 


ナイ フ は 、 通 常 、 一 般 的 な 「 身 体 検査 」 に よる 武器 検査 を 妨害 する た め の も の で 、 ベ ルト に 付け た り 、 ポ ケッ ト に 入れ た りす る こと は めった に 

あり ませ ん 。 ナ イフ は 小型 で 軽量 で ある た め 、 人 々 は 非常 に 独創 的 な 方 法 で 隠し 携帯 を し て いま す 。 ナ イフ は .、 通 常 、 リ スト バン ド リグ また は ブー 
ツ の 外側 に 縫い 付け られ た 畔 に 入れ て 携帯 し ます 。 そ の 他 の 一 般 的 な 携帯 方 法 に は 、 究 の 下 ま た は ジャ ケッ ト の 内 側 に 縫い 付け られ た 珍 、 ネ ク 
タイ の 下 に ピン で 留め られ た 較 、 ま た は スト ラッ プ ま た は ブレ イク アウ ェ イ チェ ー ン で 首 に 巻 か れ た 輪 な ど が あり ます 。 理 は 、 最 大 限 の 保 

持 力 を 提供 する た め に 、 体 に フィ ッ ト す る プラ スチ ッ ク 製 また は 磁石 付き で ある 傾向 が あり ます 。 あ まり 見 られ な い 携 帯 方 法 に は 、 太 も も 

に 付け る リグ (女性 用 )、 ガ ー タ ー リグ 、 首 の 後ろ に 付け る リグ (通常 、 シ ャ ツ の 下 に 着用 する 8 の 字 型 の 伸縮 性 ハー ネス が 必要 ) な ど が あり ま 

す 。 秘 密 の 携帯 方 法 と し て は 、 靴 の か か と に 隠し た り 、 ジ ャ ケッ ト の 裏地 に 縫い 付け た り し ます 。 ナ イフ は 、 ス ケル トン 柄 と 最高 品質 の 朝 を 備え 、 
専門 家 に よっ て 研磨 され る こと が 多く 、 価 格 は 50 ドル を 優 に 超え ます が 、 安 価 な 模造 品 で あれ ば 10 ドル 以下 で 手 に 入る も の も 多く あり ます 。 


ナイ フ は 体 に 密着 し て 着用 され る た め 、 汗 に よる 腐食 に 耐え る 必要 が ある た め 、 ス テン レス スチ ー ル 製 で ある こと が 多い 。 ま た 、 グ ラス ファ イ 
バー、 チ タン 、 セ ラミ ッ ク 製 の ナイ フ も 販売 され て お り 、 金 属 探知 機 を 通過 で きる 軽量 素材 で ある 。 柱 や へ ヘアブラシ の 柄 の 中 に グラ ス フ ァ 
イ バ ー や プラ スチ ッ ク 製 の ナイ フ が 隠さ れ て いる も の も いく つか ある 。 


ナイ フ の 刃 の 長 さ は 短く 、 通 常 は 1 ~ 3 イン チ で す 。 そ の た め 、 喉 へ の 攻撃 が 成功 し な い 限 り 、 人 を 殺傷 する 可能 性 は 低い で す 。 標 的 に な りや すい 
の は みぞ お ちや 腎臓 で す が 、 攻 撃 を 阻止 する た め に 顔 や 手 を 切り つけ られ る こと も あり ます 。 ナ イフ は 一 般 的 に 「 使 い 捨 て 」 の 武器 で 人 の 
頭 や 首 に 刺し て 捨て られ る よう に 設計 され て いま す 。 課 報 員 は ナイ フ を 隠し 「 逃 走 お よび 回 避 」 キ ッ ト の 一 部 と し て 好 ん で 使用 し ます 。 


ナイ フ に 似 て いま す が 、 よ り 優れ た ナイ フ が 、 コ ー ル ド スチ ー ル の ミニ カロ デン で す 。 首 に か ける の は 、 ネ ッ ク ライ ン に 取り 付け られ た カイ デック ス 製 の ぴっ た り し た 萌 で 、 
滑り 止め の 衝撃 吸収 性 の ある クレ イト ン 製 の ハン ドル が 付い て いま す 。3.5 イン チ の 刃 は 片刃 で 、 先 端 は 針 の よう に 鋭く 、 平 電 ま た は 久 丸 が あり ます 。 デ ザイ ン は 、 ス コッ ト 
ラン ド の 伝統 的 な 人 々 が 今 で も 使用 し て いる skean-dhu (sgian-dubh と 綴 ら れる こと も あり ます ) ガー ター ナイ フ に 基づい て いま す 。 た だ し 、 こ の 小さ な 刃 に は 明らか 
に 実用 生 は まっ た く な く 、 単 に 「 最 後 の 手段 の 武器 」 と し て 設計 され て いま す 。 


シャ ンク ス : 


シャ ンク は 一 般 的 に 、 人 を 刺す 目的 で 持ち 歩く 、 多 く の 場 合 は 手作り の 、 質 の 悪い ナイ フ の よう な 武器 と 定義 され ます 。 安 価 で あっ た り 間に合わ せ 
で あっ た りす る た め 、 通 常 は 使用 後 す ぐに 廃棄 され ます 。 実 用 目 83 で は な く 、 切 れ 味 が 鋭い も の は ほとん ど あ り ま せん 。 


最も よく 見 か ける 柄 の 一 つ は パキスタン の ブー ツナ イフ で す 。 こ の 武器 は 通常 5 ドル ほど で 、 鈍 い 両刃 の 刃 と 、 エ ポキ シ で 接着 され た た 短 
い 柄 が 付い て いま す 。 
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ハン ドル 。 刃 は 通常 、 金 属 の 品質 の 悪さ を 陣 す た め に クロ ム メ ッ キ また は 黒く 塗ら れ て いま す 。 実 用 刃 と し て 使用 する と 、 パ キス タン ブー ツナ イフ 
は すぐ に 壊れ ます 。 こ れ ら の ナイ フ は 通常 スナ ッ プ リリ ー ス と スプ リン グ ク リッ プ 付 き の 革 製 の 輸 に 入れ て 着用 され ます 。 ス ナッ プリ リー ス は ナイ 
フ を 引き 抜く と き に 引っ か か る こと が 多い た め 、 切 断 さ れる こと が あり ます 。「 ベ ルト また は ブー ツ 」 の スプ リン グ ク リッ プ は 通常 クロ ム メ ッ キ 
され て お り 、 鏡 の よう に 光 を 反射 し ます 。 ほ と ん どの ブー ツ に 適切 に 固定 され ず 、「 引 き 抜 く 」 と き に 畔 が 刃 に 残り ます 。 同 様 の デザ イン で 品質 

が わずか に 良い ナイ フ が 約 10 ドル で 入手 で きま す が 、 そ れ ら も ゴミ で す 。 そ し て 、 そ れ ら は この カテ ゴリ の 武器 の 中 で は 最高 の も の で す 。 


街 で よく 見 か ける 別 の タイ プ の シャ ンク は 、「 タ クティ カル フォ ル ダ ー」 の 安価 な 輸入 品 で す 。 こ れ ら の 折り た た み ジ ョ ー ク は 、 常 に 低 

品質 の 素材 で 作ら れ て お り 、 適 切な 刃先 が つか ず 、 購 入 後 数 日 (場合 に よっ て は 数 時 間 ) 以内 に 壊れ る こと が よく あり ます 。 刃 は 片手 で 開け る に 

は きつ すぎ る か 、 ロ ッ ク す る と 刃 が ガタ ガタ と 鳴る ほど 緩い こと が よく あり ます 。 ロ ッ ク は 通常 、 品 質 が 悪く 、 刃 の 背 を テー ブル の 上 に 軽く た た くだ け 
で ナイ フ が 閉じ て し まい ます (つま り 使用 中 に 指 に 簡単 折り た た まれ る 可能 性 が あり ます )。 


これ ら の ナイ フ に は 通常 、 サ ム ス タ ッ ド と ポケ ッ ト ク リッ プ が 装備 され て お り 、 刃 の 長 さ は 4 イン チ を 超え る こと が 多い の で す が 、 そ れ で も や 

は り ゴ ミ で す 。 ア ルミ 製 の テン ト の 杭 と 同等 の 性 能 し か あり ませ ん 。 し か し 、 鋭 い 外 見 (ゴム 製 の イン サー ト が 付い た 色付き の アル ミ 製 ハン ドル 
が 付い た 、 見 た 目 が 悪 そう な 刃 )、 低 価格 (多く の 場合 5 ドル 以下 ) 入 手 の し や すさ (フリ ー マ ー ケ ッ ト 、 ノ ベル ティ ショ ッ プ 、 露 天 商 ) に より 、 あ ら 
ゆる 場所 で スト リー ト ピー プル や 少年 犯罪 者 の ポケ ッ ト に 収まっ て いま す 。 


ペア リン グ ナ イ フ や ステ ー キ ナイ フ の よう な 小型 の 包丁 も よく 見 か け ま す (た ま に 「 レ ター オー プ ナ ー」 も )。 柄 が な い の で 、 骨 や 重い 素材 に 刺す と 
き に 手 が 刃 に 滑り や すく な り ま す 。 持 ち 手 が テー プ で 何 層 に も 巻 か れ 、 握 りや すく な っ て いる こと も あり ます 。 こ れ ら の ナイ フ は ポケ ッ ト に 放り 
込ま れる こと が 多く 、 引 き 抜い た と き に 裏地 に 引っ か か っ た り 転倒 し た と き に 持ち 主 が 怪我 を し た りす る こと が あり ます が 、 折 り た た ん だ ボー 

ル 紙 を テー プ で 巻い て 簡易 な 萌 を 簡単 に 作る こと が で きま す 。 こ の よう に 較 に 入れ れ ば 、 ナ イフ を ウエ スト バン ド や ブー ツ に 押し 込む こと が で きま 
す 。 


間に合わ せ の 柄 (刑務 所 で 見 られ る よう な も の ) は 、 通 常 、 薄 い 金 属 く ず か ら 作 られ て いま す 。 金 属 は 、 突 き 刺 せ る ほど 和 失 る まで (多く の 場合 、 
床 で 何 度 も こす っ て 手間 を か け て 加工 され 、 そ の 後 、 持 ち 手 が 巻き 付け られ て 握り や すく な り ま す 。 


失 ら せ た プ ラス チッ ク 、 割 れ た ガラ ス 、 木 の 杭 (ビリ ヤー ド の キュ ー や ほう き の 柄 を 折っ た と き な ど ) も 機能 的 な シャ ンク と し て 使用 で きま 
す 。 


シャ ンク を 所 持 す る 犯罪 者 は 通常 、 攻 撃 の 標的 と し て 太陽 神経 芋 を 好み 、 こ の 部 位 を 強く 間 し て か ら ハ ンド ル を 激しく ポン ピン グ す る か (一 
般 に 「 ギ ア を 回 す 」 と 呼ば れる ) 、 非 常に 素早 く 複数 回 間 し ます (通常 は 制御 不能 な 狂乱 状態 で ) 。 


厚い 革 の ジャ ケッ ト は 、 通 常 、 こ の 部 分 を か な り よ く 保護 し ます 。 犯 罪 者 が すね で 切り つけ よう と する こと は めった に あり ませ ん 。 


スパ イク : 


スパ イク に は さま ざま な デザ イン が あり ます 。 大 き な 頭 の な い 釘 に 似 た も の も あれ ば 、 ハ ンド ル や 刻み 目 の あ る グリ ッ プ の 付い た も の も あ 
り ま す 。 両 端 が 失っ た も の も あり ます 。 ほ と ん ど は 丸 型 で 、 先 端 が 単純 な 失っ た も の で す が 、 鋭 い エ ッ ジ と 血痕 の ある 三角 形 や 四角 形 の も の も いく 
つか あり ます 。 こ れ ら は シン プル で す が 、 区 悪 な 武器 で す 。 
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両刃 の スパ イク は 投げ る た め の も の で 手裏剣 と 呼ば れ ま す 。 標 的 に 刺 す の に それ な り の 熟練 度 を 得る に は 数 か 月 か か り ま す が 、 実 際 の 
戦闘 状況 で は 、 熟 練 者 で も 動い て いる 標的 に 正確 に 刺 せ る 確率 は 5096 程度 し か あり ませ ん 。 重 い ス パイ ク は 軟部 組織 に 深く 入り 込み 、 骨 
に 刺さ る こと さえ あり 、 簡 単に 無力 化 で きる 打撃 を 与え ます 。 両 刃 の スパ イク は どちら の 手 で も 握る こと が で き 、 引 き 像 いた りえ ぐっ た りす 
る の に 使用 で きま す 。 通 常 、 前 腕 装備 に 3 つか 4 つ を まとめ て 持ち 歩き ます 。 


柄 の 付い た も の も 含め 、 一 点 式 の スパ イク も 投げ られ る が 、 規 則 正 し く 力 強く 突き 刺す に は 高度 な 熟練 度 が 求め られ る 。 一 点 式 の スパ イ 
ク は 、 突 き 刺 す た め に ほぼ 独占 的 に 使用 され る 。 い くつ か の 点 で スパ イク は 刃物 より 優れ て いる 。 た と えば 、 刃 物 の 方 が 耐久 性 が あり 、 厚 
手 の 衣服 や 骨 を 貫通 し や すく 、 紙 や すり で 1 分 ほど 研ぐ だ け で よく 、 は る か に 安価 で ある 。 ス パイ ク の 中 に は 、 磁 力 計 を すり 抜け る こと が 
で きる グラ ス フ ァ イ バ ー や チタ ン で 作ら れ た も の も ある 。 


ハン ドル 付き の スパ イク に は 、 ア イス ピッ ク 、 雛 、 鋭 利 な ドラ イ バ ー な ど が あり ます 。 こ れ ら は 、 金 属 製 の ロー レッ ト や 溝 付き の グリ ッ プ より も 、 は 
る か に 快適 で 信頼 性 の 高い グリ ッ プ を 提供 し ます 。 グ リッ プ が 優れ て いる と いう こと は 、 叶 通 性 が 高く 、 落 下 の 可能 性 が 低い こと を 意 

味 し ます 。 ス トラ ッ プ に 取り 付け る と 振り 回 し た り 、 投 げた り 、 回 収 し た り で きる 「 ロ ー プ ジャ ベリ ン 」 の よう に な り ま す 。 多 く の 欠 に は 「T」 
字 型 の ハン ドル が 取り 付け られ て お り 、 パ ンチ ナイ フ と し て 使用 で きま す 。 


リ ギ ング ナイ フ に は 、 先 端 が 鈍い シー プ フ ッ ト ブレ ー ド と 、 湾 曲 し た 「 マ ー リ ンス パイ ク .( 結 び 目 を 緩め る た め に 設計 ) が 付い て 

いま す 。 こ の マー リン スパ イク は 、 車 の ドア に 繰り 返し 突き 刺し て も 目立っ た 損傷 を 受け な い ほ どの 厚み が あり ます 。 ヒ ンジ 付き の 「 シ ャ ッ 

クル 」 を 押す だ け で 、 マ ー リ ンス パイ ク の スプ リン グ 張 力 が 解放 され 、 片 手 で 開く こと が で きま す 。 そ の 後 、 し っ か り と 固定 され ます 。 合 法 で 目立た 
な いた め 、 高 品質 の リ ギ ング ナイ フ は 武器 と し て 最適 で す 。 


スパ イク は 一 般 的 な 物 の 中 に 隠さ れ て いる こと が あり ます 。 所 定 の 位置 に 固定 され る バネ 仕掛 け の スパ イク は 、 ペ ン や 模 の 中 に 組み 込ん 
で あり ます 。 傘 に は 、 ハ ンド ル を 外す と 1 フィ ー ト を 超え る バネ 鋼 の スパ イク が 現れ る も の が あり ます 。 ス パイ ク は ペン の 中 に 隠さ れ て 

いる こと が 多く 、 中 に は 空 の ボー ル ペ ン で 作ら れ た も の も あり 、 中 に は マス キン グ テー プ で 巻 か れ た 太い 釘 が 詰め 込ま れ て いる こと も あり ま 
す 。 


血痕 と 鋭利 な 刃 を 持つ 三角 形 の スパ イク は 、 第 二 次 世 界 大 戦中 に 連合 軍 の 秘密 課 報 機関 が 課 報 員 の 隠し 武器 と し て 設計 し た も の 
で す 。 刺 し て 切る だ け で な く 、 吸 引力 の ある 血痕 に よっ て 簡単 に 抜き 取る こと が で き 、 三 角形 の 傷口 は 自立 し て いま す ( 血 が 自由 に 流れ て 閉じ る 
こと は あり ませ ん )。「OSS スリ ー ブ ナイ フ 」 の 複製 品 は 100 ドル 以上 し ます が 、 よ く で き て お り 、 コ レク ター に と っ て 価値 が あり ます 。 


低 品 質 の コピ ー は 、 三 角形 と 正方 形 の 両方 の バー ジョ ン で 、 約 20 ドル で 入手 で きま す 。 


大 半 の 安物 の ナイ フ と は 異な り 、 ス パイ ク (特に 頑丈 な 柄 の も の ) は 骨 だ け で な く 鎧 も 突き 刺 すこ と が で きま す 。 ス パイ ク は 頭蓋 骨 を 突き 刺 
し て 脳 を 攻撃 し た り (通常 は 「 即 死 」) 、 胸 骨 を 突き 刺し て 心臓 を 攻撃 し た りす る こと が で きま す 。 厚 手 の 衣服 、 革 の ジャ ケッ ト 、 柔 ら か い 防 
護 服 で さえ 、 鋭 利 な スパ イク の 強力 な 突き 刺し か ら 身 を 守る こと は ほとん ど で き ませ ん 。 さ ら に 、 ス パイ ク 攻 撃 に よる 刺し 傷 は 通常 、 
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外部 出血 が 最小 限 に 抑え られ 、 表 面 的 な 傷 の よう に 見 える た め 、 ト リア ー ジ を 行う 忙し い 救 急 隊員 が 見 逃し て し まう 可能 性 が あり ます 。 
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カミ ソリ は 恐ろし い 武 器 で す 。 重 い 衣服 を 紙 の よう に 切り 有 裂 き 、 軽 < 触 れ た だ け で 肉 を 切り 肌 き 、 重 さも ほとん ど あ り ま せん 。 し か し 、 最 も 力強く 切り 
つけ た と し て も 、1 イン チ 以 上 の 深 さ まで 切る こと は めった に あり ませ ん 。 こ の 薄い 刃 に よる 切り 傷 は 、 多 く の 場合 、 傷 跡 を 残さ ず に 治り ます 。 カ ミソ リ に 
よる 攻撃 は 恐ろし く 血 まみ れ で す が 、 死 に 至る こと は めった に あり ませ ん 。 


カミ ソリ は 、 ズ ボン の 前 ポケ ッ ト に 放り 込む の が 一 般 的 で す が 、 ブ ー ツ に 忍ばせ た り 、 首 の 後ろ に テー プ で 留め る こと も で きま す 。 カ ミソ リ を 好む プ 
品 の 強者 は 、 衣 服 に 了 し ポケ ッ ト を 縫い 付け た り 、 首 の 後ろ に カミ ソリ を 携帯 する た め の 「 首 後ろ, 装置 を 作っ た りす る こと も あり ます 。 カ ミソ リ は 
ほとん と ど 重 さ が な く 、 信 じ ら れ な い ほ ど 高 速 で す 。 射 程 距離 を 伸ばす た め に 最大 の 長 さ まで 伸ばす こと も で きま す が 、 最 も 深い 切り 傷 を 与え る に 
は 、 カ ミソ リ を 指 の 関節 の 後ろ に 折り 曲げ 、 刃 を 強く 相手 の 体 に きず りな が ら か すめ る パン チ を 繰り 出し ます 。 


標的 と し て 考え られ る の は 、 額 顔 腕 、 股 間 、 喉 (唯一 の 致命 的 標的 ) で す 。 腕 を 強く 打つ と 、 血 管 、 朋 肉 、 神 経 が 切断 され 、 永 久 に 麻痺 する 「 フ レ 

イル アー ム 」 に な る 可能 性 が あり ます 。 股 間 を 強く 打つ と 、 大 量 の 失血 に つなが り ま す . 腹 部 を 水平 に 強く 切 る と 、 内 臓 が 裂け る 可能 性 が あり ます 
(可能 性 は 低い で す が )。 カ ミソ リ で 命 を 落と す 可 能 性 は 低い で す が 、 簡 単に 重傷 を 負わ せる こと が で きま す 。 カ ミソ リ を 目 の 前 に し た 襲撃 者 で 、 

それ を 奪 お うと する 者 は ほとん どい ませ ん 。 ポ ケッ トナ イフ より も 抑止 力 は は る か に 大 きい で す が 、 ほ と ん どど こ に で も 隠し 持ち 歩く の は 違法 で す 。 


関連 する 武器 で ある 「 ボ ックス カッ ター」 万 能 ナ イフ (ガー ド な し ) に は 、 長 さ 1 イン チ の 片刃 の 三角 形 の 刃 が あり 、 肉 を 突い た り 、 え ぐっ た 

り 、 有 像 いた りす る の に 使用 で きま す 。 金 属 製 の ハン ドル が 付い て いる 場合 は 、 そ の 底 を ハン マー と し て 使用 する こと も で きま す 。 こ れ は 安価 で 厄 

介 な 武器 で 入手 し や すく 価格 も 安い た め ス トリ ー ト パン ク に 好ま れ て いま す が 、 巧 み に 扱う カミ ソリ ほど 効果 的 で は あり ませ ん 。 使 い 捨て の 
万 能 ナ イフ 、 特 に ブレ イク アウ ェ イ ブレ ー ド 付き の も の は 、1 度 切る 以上 の 効果 を 得る に は あま り に も 脆弱 で ある 傾向 が あり ます が 、 街 で よく 見 か 
け ま す 。 カ ミソ リ スク レー パー は 厄介 で 、 持 ち 運 びに 便利 で す が 、 実 際 に 使用 する に は 扱い に くい で す 。 


片刃 の カミ ソリ の 刃 は 、 隠 し 持ち され る こと が あり ます 保護 用 の ボー ル 紙 の カバ ー が 付い て いれ ば 、 比 較 的 安全 に 持ち 運ぶ こと が で きま す 通常 

は 、 片 広 の カミ ソリ を 指 の 間 に 挟ん で 叩く の に 使用 し ます が 、 保 持 力 は 弱く 、 う っ か り し て 指 を 深く 切っ て し まう 可能 性 が あり 、 麻 痺 を 引き 起こ す 可 
能 性 が あり ます 。 ま れ に 、 カ ミソ リ の 刃 が 歯 に 挟ま れ た り 、 プ ラス チッ ク の 歯ブラシ の 柄 に 溶け 込ん だ り (一 般 に 「 シ シー シャ ンク 」 と 呼ば れ ま す )、 
履物 の 溝 に 差し 込ま れ た り (通常 は 口論 の 直前 ) する こと が あり ます 。 カ ミソ リ の 刃 が 外れ る と 、 表 面 的 な 傷 し か 負わ な い 傾 向 が あり 効果 を 発揮 す 
る に は 主 に 心理 的 ショ ッ ク が 必要 で す 。 カ ミソ リ の 最大 の 危険 性 は 、 事 実 上 どこ に で も 隠せ る こと で す 。 カ ミソ リ の 刃 は 、 ポ ケッ ト に 落と し て 

し まう こと が 最も 一 般 的 で す が 、 帽 子 の バン ド 、 財 布 、 汗 止め バン ド の 下 、 肌 に テー プ で 留め られ た り 、 シ ャ ツ に 縫い 付け られ た り 、 履 物 の 

中 に 隠さ れ た り し て 発見 され る こと も あり ます 。 


肉 切り 包丁 : 
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ここ で 言う 「 肉 切り 包丁 」 と いう 用 言 に は 、 刃 渡り が 6 イン チ を 超え る シェ フナ イフ 、 カ ー ビ ン グ ナ イ フ 、 肉 切り 包丁 が 含ま れ ま す 。 


肉 切り 包丁 は 一 般 的 に 頑丈 な 作り で 、 路 上 で 見 か ける 他 の 刃物 (カミ ソリ を 除く ) よ り も は る か に 鋭い 傾向 が あり ます 。 こ れ に 長 さ と 鋭い 先端 が 加わ 
る こと で 、 肉 切り 包丁 は 路上 で 遭遇 する 最も 恐ろし い 武 器 の 1 つ に な り ま す 。 肉 切り 包丁 に 直面 し 、 マ グ ナ ム リボ ル バ ー を 所 持 し て いな い 場 合 は 、 
私 か ら の アド バイ ス は 「 逃 げろ ! 」 で す 。 


輔 は 、 厚 紙 を 刃 の 上 に 折り 重ね た り 、 ぼ ろ 布 で 包ん だ り 、 さ ら に 厚い テー プ で 覆っ た り し て 、 即 席 に 作ら れる こと が 多い 。 朝 に 入れ た 刃 は 、 ウ エス ト 
バン ド や 後ろ の ポケ ッ ト に 差し 込む こと が で きる 。 


ダガー: 


ダガー は 、 一 般 的 に 両刃 の 戦 , 閣 用 ナイ フ と 定義 され ます 。 上 刃 が 部 分 的 に し か 付い て いな い 戦 , 閣 用 ナイ フ は 、 通 常 、 ダ ガー に 分 類 さ れ ま す 。 刃 
が 短い ダガー や ダガー は 、 通 常 、「 ブ ー ツ ナイ フ 」 と 呼ば れ ま す 。 


g 剣 は 、 敵 の 重要 な 臓器 に 深く 突き 刺す た め に 設計 され た 凶悪 な 武器 で す 。 通 常 刃 の 長 さ は 少な く と も 6 イン チ あ り 、 胸 骨 の 下 を 突き 刺す こと で 
心臓 を 簡単 に 革 く こと が で きま す 。 軍 用 バー ジョ ン と 中 世 バ ー ジ ョ ン の 両方 が 存在 し ます 。 短 剣 は 、 戦 闘 の み を 目的 と し て 刃 を 携帯 する 本 格 的 な ナ 
イフ ファ イタ ー に 好ま れ て いま す 。 短 剣 に は 実用 的 な 用 途 は な く 、 多 く の 管 轄 区 域 で 殺傷 武器 と し て 明確 に 禁止 され て いま す 。 


路上 で 見 か ける 短剣 の ほとん ど は 、 単 に 柄 が 長く な っ て いる だ け の 、 安 物 の 輸入 品 で す 。 刃 先 が 鈍 く 、 先 端 が 折れ て いる こと が 多く 、 柄 の 中 で 刃 
が ぐら つく こと も よく あり ます 。「 フ ェ ア バ ー ン : サ イク ス 」 デ ザイ ン に 基づく 短剣 の 大 半 は 、 こ の カテ ゴリ に 該当 し ます 。 短 剣 は ベル ト に 装着 さ 
れる こと が 多い で す が 、 珍 し い 畔 、 ハ ー ネ ス 、 装 備 も 数 多く 用 意 さ れ て いま す 。 


タン トス : 


短刀 は 、 日 本 の 古代 の デザ イン に 基づい て お り 、 ノ ミ の よう な 「 装 甲 を 貫く 」 先 端 を 持つ 片刃 の 戦 , 閣 用 ナイ フ で す 。 品 質 は 大 きく 異な り ま す 。 適 切 に 
作ら れ た 短刀 は 、 刃 に 大 き な 損 傷 を 与え る こと な く 、 車 の ドア や スチ ー ル ドラ ム に 繰り 返し 突き 東 すこ と が で きま す 。 ケ ブラ ー ベ スト は 、 こ の よう 
な 武器 に 対し て 最低 限 の 保護 を 提供 し ます 。 


コー ルド スチ ー ル は 、 ゴ ム 引 き グ リッ プ と 「 ス カル クラ ッ シ ャ ー., 山 頭 を 備え た 、 最 高 品質 の 短 力 を 多数 製造 し て いま す 。 こ の 優れ た 製品 
の 安価 な 輸入 模造 品 の ほとん ど は 、 鈍 く て 脆い 刃 を 備え て お り 、 ス トレ ス を 受け る と エポキシ で 接着 され た ハン ドル か ら 簡 単に 外れ て し まい ま 
す 。 


短剣 と は 異な り 、 こ の 戦闘 用 H イ フ は 重労働 用 の 道具 と し て 効果 的 に 使用 で き 、 同 様 の 長 さ の 狩猟 用 ナイ フ と 同様 に 合法 で す 。 短 刀 は 通常 、 ベ ルト 
に 装着 され ます 。 


ソー バッ クナイ フ : 
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この セク ショ ン で 説明 する ソー バッ ク ナイ フ (一 般 に 「 サ バイ バル 」 ナ イフ また は 「 ラ ン ボ ー」 ナ イフ と も 呼ば れる ) は 、 背 に 沿っ て 氏 歯 
の 列 が ある 大 型 (刃渡り 6 イン チ 以 上 ) 固定 刃 シ ー ス ナイ フ で す 。 ほ と ん どの ソー バッ ク ナイ フ は 、 マ ッ チ 、 的 り 針 、 そ の 他 の 「 サ バイ 
バル ギア 」 を 収納 する た め の 中 空 の ハン ドル を 備え て いま す (た だ し 、 こ れ ら の 防水 コン パー トメ ント に は 、 お 金 や 麻薬 が 入っ て 

いる 場合 の 方 が は る か に 多い で す )。 


氏 刃 ナイ フ は 、 驚 く ほ ど 街 中 で よく 見 か け ま す 。 こ れ は 主 に 、 そ の 成 跡 的 な 外見 と (通常 は ) 低 価格 に よる も の で す 。 最 も よく 見 か ける バ 
ー ジ ョ ン は 、 氏 歯 の 後ろ うに ボトル オー プ ナ ー が 組み 込ま れ て お り 、 ね じ 込 み 式 の エン ドキ ャ ッ プ に 取り 付け られ た 大 き な 球 根 状 の コン 
パス が 特徴 で す 。 こ の 茶番 劇 の 安っぽ ぼ い ステ ン レ スス チー ル の 刃 は 、 エ ポキ ン シ 樹 脂 で アル ミニ ウム の ハン ドル に 固定 され て お り 、 強 

い 横 圧力 が か か る と 外れ ます 。 こ の バー ジョ ン は 、 フ リー マー ケッ ト 歩道 、 雑 誌 で 5 ドル か ら 12 ドル の 価格 で 販売 され て いま す 。 


安価 な ソー バッ クナイ フ は 、 そ の 悪質 な 外観 か ら 、 ス トリ ー ト の 人 々 の 間 で 高く 評価 され て いま す 。 主 に 刃 の 長 さ (通常 8 て 12 イン 
チ ) が 危険 な 理由 で す が 、 刃 は 通常 か な り 鈍 く 、 ク リッ プ ポ イン ト は 深く 刺さ る の に 適し て いま せん 。 


氏 丸 で 切り 肌 か れる 可能 性 は あり ます が 、 こ れ は 主 に 見 せ か け の も の で あり 機能 し な いこ と が ほとん ど で す 。 し か し .、 運 悪く 腹部 を 刺さ 
れ た 場合 、 攻 撃 者 が 刃 を 引き 抜 こ うと する と 、 氏 刃 が 内 臓 に 引っ 掛か り 、 腹 を 切り 裂 い て し まい ます 。 


ソー バッ クナイ フ は か な り 大 きく 通常 は ロン グ コ ー ト の 下 に 隠さ れ て いま す 。 持 ち 歩く こと も あり ます が 、 車 や 家 の 中 の 手 の 届 きやすい 
場所 に 保管 され る こと の 方 が は る か に 多い で す 。 ソ ー バ ッ ク ナ イフ の ほとん ど は 粗悪 な 輸入 品 で す 。 最 高 品質 の ソー バッ クサ バイ バル ナ 
イフ は 通常 100 ドル を は る か に 超え る 価格 で 販売 され て お り 、 路 上 で 見 か ける こと は まず あり ませ ん ( 条 林 作業 員 の 手 に 渡っ 

て いる 場合 を 除く )。 


バンチ ナ イブ: 


「 プ ッシュ ダガー (また は ダー ク )」、「 パ ー ム ナイ フ 」、「T ハン ドル ナイ フ 」 と も 呼ば れる パン チ ナイ フ は 、 貫 通 力 と 保持 力 の 優れ 
た 組み 合わ せ を 提供 し ます 。 通 常 、 両 刃 の 刃 が 拳 の 指 関節 の 間 に 突 き 出 て お り 、 パ ンチ する た びに 突き 刺し た り 引っ 込ん だ り し ます 。 熟 
練 し て いな い 人 で も 効果 的 に 使用 で きま す 。 


パン チ ナ イフ に は 、 ミ ニチ ュ ア の キー ホル ダー タイ プ か ら 、 剣 の 攻撃 か ら 手首 を 守り な が ら 鎧 を 突き 刺す よう に 設計 され た 巨大 な 中 世 の 
カタ ー ル まで 、 さ ま ざ ま な サイ ズ が あり ます 。 

通常 刃 の 長 さ は 2 ^~ 5 イン チ で す 。 キ ー チ ェ ー ン ナイ フ は 、 刃 の 長 さ が 1 イン チ で グリ ッ プ が 小さ く < 、 ギ ザ ギ ザ の 「 パ ンチ リン グ 」 

より も は る か に 大 き な ダ メー ジ を 与え ます が 、 殺 傷 力 は な く 、 確 実 な グリ ッ プ も 提供 し ませ ん 。 さ ら に 、 素 早く 輸 か ら 抜 く の が 困難 で す 。「 ベ 
ルト バッ クル ナイ フ 」 は 設計 が 悪く 、 素 早く 抜く の が 難し く 、 多 く の 管轄 区 域 で 禁止 され て いる た め 、 使 用 は 避け て くだ さい 小型 

の ブー ツ ナイ フ の 中 に は 、 ロ ッ ク ブ レー ド タイ プ の リリ ー ス ボタ ン を 押す と 「T ハン ドル ,」 構 成 に ロッ ク さ れる も の も あり ます 。 


一 般 的 な パン チ ナ イフ は 衝撃 力 を 手のひら に 吸収 し 、 簡 単に 引き 抜く こと が で きる し っ か り し た グリ ッ プ を 備え て お り 、 ま っ すぐ な ハン 
ドル の 刃 が 失わ れる 可能 性 の ある 状況 (滑り や すい ハン ドル 、 ね じ れ た 刃 、 強 い 衝 撃 、 ま た は 怪我 ) で も 落と され る こと は あり ませ ん 。 


Machine Translated by Google 


多く の 場合 、 快 適性 を 高め る た め に 衝撃 を 吸収 する ゴム 製 の グリ ッ プ が 採用 され て いま す 。Cold Steel の Safekeeper は 、 入 手 可 能 な 最高 の 
パン チ ナイ フ の 1 つ で す 。 


パン チ は 刺し 傷 に な り ま す 。 練 習 す れ ば 、 さ ま ざ ま な 角度 か ら の 斬 撃 や 攻撃 も 効果 的 に 行う こと が で きま す 。 パ ンチ ナイ フ は 、 未 熟 な 人 が 上 半身 

に 直線 的 な 刺し 傷 を 与え る た め に よく 使用 され る た め 、 多 く の ナ イフ ファ イタ ー か ら 軽 さ れ て いま す .。 初 心 者 の 手 に は まっ すぐ な 柄 の ナイ フ ほ ど 
柔軟 で は あり ませ ん が 、 慣 れれ ば さま ざま な 攻撃 を 行う こと が で きま す 。 パ ンチ ナイ フ の 汎用 性 を 得る に は 、 ま っ た く 新 し い ナ イフ ファ イ テ ィ ング 方 
法 を 学ぶ 必要 が あり ます 。 


パン チ ナ イフ は 主 に 武器 と し て 設計 され て いる た め 、 ほ と ん どの 管轄 区 域 で 隠し 携帯 は 違法 で す 。 骨 に 触れ て も この 武器 を うっ か り 落 と すこ と は 
な いた め 、 胴 体 の どこ を 攻撃 し て も か まい ませ ん 。 し っ か り と 握れ る こと と 、 攻 撃 者 が 突き に 向け る 力 の 大 き さ か ら 、 ほ と ん どの 両刃 タダ イプ は 革 の 
ジャ ケッ ト や 柔らか い 防 弾 チ ョ ッ キ を 簡単 に 貫通 で きま す 。 こ れ ら は 非常 に 危険 な ナイ フ で す 。 


ナッ クル ナイ フ : 


「 ナ ッ ク ル ナイ フ 」 は 珍し い 種 類 の エキ ゾ チ ッ ク な 武器 で す 。「 トレンチ ナイ フ 」( 後 述 ) と 混同 し な いで くだ さい 。 さ ま ざ ま な 種類 が あり ます が 、 通 
常 は 、 型 破り な デザ イン の 金属 製 ナ ッ ク ル セッ ト に 小さ な 刃 (また は 一 連 の 刃 ) が 取り 付け られ て いま す 。 こ れ は 、 以 前 は 
非常 に 珍し い 武 器 で 、 必 ず 手 作り され て いま し た が 、 最 近 で は 、 フ リー マー ケッ ト 、 ガ ン ショ ー、 カ タロ グ 通 販 な ど を 通じ て 、 安 価 な 価格 
で 「 コ レク ター」 向 け に 販売 され る 「 フ ァ ン タ ジ ー デザ イン 」 の 武器 が 数 多く あり ます 。 そ の 結果 、 犯 罪 者 の 間 で か な り 人 気 が 高 まっ て いま 
す 。 


市 販 さ れ て いる ナッ クル ナイ フ の ほとん ど は 、 刃 が 立た な い 粗 悪 な 輸入 品 で す 。 そ の 魅力 は 、 威 蹴 的 な 外見 と 、 一 撃 で 突き 刺さ り そ う な 印象 に 

あり ます 。 奇 妙 な 形状 の た め 、 通 常 で は 考え られ な い ほ ど 大 き な ベ ルト シー ス が 取り 付け られ て お り 、 素 早い 抜き 差し が 難し く 、 薄 手 の ジ 

ャ ケッ ト の 下 に 隠す の も 困難 で す 。 主 な 強み は 、 そ の デザ イン に より 、 落 と すこ と が ぼぼ 不可 能 な た め 、 武 装 し た 攻撃 者 か ら 武 器 を 奪う こと が 困難 
で ある こと で す 。 


ナッ クル ナイ フ の 「 元 祖 』 は 、 マ レー シア 固有 の 武器 で ある ケラ ン ビ ッ ト で ある と 考え られ ます 。 こ れ は 、 粗 雑 に 設計 され た 真 鍛 製 の ナッ ク 
ル (手のひら の 支柱 が な い ) で 構成 され 、 持 ち 主 の 拳 の 底 か ら 小 さ な 湾曲 し た 刃 が 突き 出 て いま す 。 こ れ は 非常 に 接近 戦 (格闘 ) 用 に 設計 され て 
お り 、 「 拍 車 」 は 相手 の 喉 を 引き 像 く た め の も の で す 。 


現代 の ナッ クル ナイ フ は 、 通 常 、 芸 術 的 に デザ イン され た 鋳造 アル ミニ ウム グリ ッ プ ( 指 の 関節 を 覆う ) で 構成 され 、 上 部 に は 小さ な 「 パ ン 
チ ナ イフ 」 タ イプ の 刃 が あり 、 両 側 に は さら に 小さ な 刃 (また は スパ イク ) が 取り 付け られ て いる 場合 が あり ます 。 ナ ッ ク ル ナイ フ は 見 た 目 が 非常 に 
印象 的 で す が 、 武 器 と し て は 不適 切 で ある こと が 証明 され て いま す 。 側 面 に 刃 (また は スパ イク ) が 付い て いる と 、 深 く 刺さ り に くく な り ま す 。 


も う 一 つの バー ジョ ン は 、 刃 が 指 の 関節 に 当たる よう に 研 が れ た 平ら 5 な ナッ クル ボウ で す 。 こ れ は 、 研 が れ た 金属 製 の ナッ クル に よく 似 て いま 
す (た だ し 、 
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指 穴 の ある 刃先 。 こ の 刃先 は 凸 型 (ウル チョ ッ パ ー の よう な ) ま た は 凹 型 (三日月 ナイ フ の よう な ) で 、 波 型 (小さ な 先端 が 連続 ) ま た は 突起 が ある こ 
と が 多い 。 グ リップ の 両端 か ら 小さ な 刃 が 突き 出 て いて 、「 ダ ブル ナイ フ 」 に な っ て いる こと も ある 。 


この 武器 は 全 50 州 で 携帯 が 禁止 され て いま す 。 管 轄 区 域 に よっ て は 、 壁 に 掛け た 展示 ケー ス に 保管 し て いる だ け で 起訴 され る 可能 性 が あり ます 。 警 
官 が これ を 所 持 し て いる の を 見 つけ た ら 、 間 違い な く 長 期間 の 投獄 に な り ま す 。 他 の 選択 肢 が た くさ ん ある と き に 、 こ の よう な 武器 を 選ぶ の は 愚か な こ 
と で す 。 


ダブ ルナ イフ : 


「 ダ ブル ナイ フ 」 と は 、 ハ ンド ル の 両端 に 1 枚 ずつ 、 合 計 2 枚 の 刃 が 付い た ナイ フ で す 。 通 常 は 折り た た み 式 で す が 、 固 定 刃 タダ イプ も 見 か け ま す 。 ロ 
ッ ク 機 構 の な い 2 枚 丸 ポケ ッ ト ナ イフ は 武器 と は みな され ず 、 こ の カテ ゴリ に は 入り ませ ん 。 


市 販 さ れ て いる ダブ ル ロ ッ ク ブ レー ド は いく つか あり ます が 、 そ の ほとん ど は サム スタ ッ ド また は ブレ ー ド の 切り 欠き が あり 、「 ダ ブル ナイ フ 」 と 見 な 
され ます 。 自 動 バ ー ジ ョ ン も いく つか 見 た こと が あり ます (た だ し 、 こ れ ら は 非常 に まれ で 、 通 常 は 片方 の ブレ ー ド の み が ス プリ ング で 作動 し ます )。 通 常 、 ブ ナレ ー ド の 長 


さ は 4 イン チ 未 満 で す (多く の 場合 3 イン チ 未 満 )。 両 方 の ブレ ー ド が 所 定 の 位置 に ロッ ク さ れる と 、 拳 の 両端 か ら ブ レー ド が 突き 出 ます 。 


固定 妨 バ ー ジ ョ ン は 、 通 常 「 フ ァ ン タ ジ ー ナ イフ 」 の カテ ゴリ に 分 類 さ れ 、 実 際 の 使用 より も 展示 目的 に 適し て いま す 。 自 家 製 の バー ジョ ン も 見 ら 
れ 、1 つの ハン ドル に 固定 され た 2 枚 の 刃 で 作ら れ て いた り 、 や すり (また は 薄い 金属 棒 ) か ら 削 り 取ら れ 、 中 央 が テー プ で 巻 か れ て いた り し ま 
す 。 時 々 、 ヤ ワラ の 拳 に 、 両 端 に 小さ な 刃 (また は スパ イク ) が 取り 付け られ て いる こと が あり ます 。 こ れ も こ の カテ ゴリ の パラ メー タ に 適合 し ます 。 


恐ろし い 外 見 に も か か わら ず 、 両 刃 ナ イフ は 武器 と し て は 貧弱 で す 。 通 常 、 柄 も 指 を 通す 溝 も な いた め 、 骨 に 当たっ た と き に 手 が 刃 の 上 を 
滑っ て し まい ます 。 さ ら に 、 戦 闘 の 真っ 最 中 に 片方 の 刃 が 自分 の 方 向 を 向い て いる こと が 多い た め 、 持 ち 主 は 常に 誤っ て 自分 を 刺し た り 切っ た りす る 危 
険 に さら され て いま す 。 


拡張 可能 な ブレ ー ド : 


「 伸 縮 式 ブレ ー ド 」 ナ イフ は . 通 常 、 奇 妙 な 見 た 目 の 、 短 い 刃 の 片刃 の 芋 付 さ ナ イフ の よう に 見 えま す が 、 ロ ッ ク ボタ ン を 押す と 、 刃 が ハン ドル か ら 折 り 
畳 まれ 、 実 際 に は 約 8 イン チ の 長 さ で ある こと が わか り ま す 。 言 うま で も な く 、 こ の よう な 武器 に 慣れ て いな い 場 合 、 こ れ に 直面 する と 、 多 少 不 安 を 
感じ る こと が あり ます 。 


実 の と ころ 、 こ れ ら の モン スタ ー ナ イフ は 粗悪 品 で す 。80 年 代 の 数 年 間 、 フ リー マー ケッ ト に 溢れ か えり 、 人 気 が 出 ま し た 。 通 常 、「 コ ブラ 」 や 「 オ セ 
口 」 と いう 名 前 で 販売 され 、15 ドル 以下 で 売ら れ て いま し た 。 刃 は バタ ー ナ イフ の よう に 鈍く 折りたたみ 式 の クロ スガ ー ド は 外れ て いる こと 
が 多く 、 ハ ンド ル は 鹿 の 角 に 似 た 中 空 の プラ スチ ッ ク で 作ら れ て お り 粗悪 な ビニ ー ル 製 の 共に 入っ て いま す 。 ゴ ミ で す 。 
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ブレ ー ド を コン パク ト に 折り た た むと 、 フ ル タ ン グ の 狩猟 用 ナイ フ (品質 は 悪い で す が ) の よう に 、 実 際 に は か な り 頑 東 に な り ま す 。 た だ し 、 広 げ る と 、 ナ イフ は は る 
か に 威圧 的 に 見 え 、 リ ー チ が 大 幅 に 長く な り ま す が 、 ロ ッ ク と ピン の 構造 が 安 っ ぼ いた め 、 横 か ら の 圧力 や 固体 と の 衝突 を 受け る と ナイ フ が 簡単 に 壊れ る 可能 
性 が あり ます 。 こ の 「 武 器 」 に 怖 気 付か な いで くだ さい 。 こ れ は 単なる 安っぽ ぼ い ノベル ティ アイ テム で す 。 


スイ ッ チ ブレ ー ド : 


スイ ッ チ ブレ ー ド (法律 で 一 般 的 に 定義 され て いる ) と は 、 ボ タン 、 レ バー、 ま た は スイ ッ チ を 操作 する と 、 バ ネ の 力 で 自動 的 に 開く ナイ フ で す 。 通 常 、 サ イド オ 
ー プ ナー と フロ ント オー プ ナ ー の 2 つの カテ ゴリ に 分 類 さ れ ま す 。 サ イド オー プ ナ ー は 、「 ス イッ チ ブ レー ド 」 と いう 用 語 が 使用 され る と き に ほとん どの 人 が 
思い 浮か べ る も の で あり 、 流 通し て いる 自動 ナイ フ の 8596 を 占め て いま す 。 作 動 す る と 、 バ ネ の 力 で この 折り た た み ナ イフ が 開き 、 所 定 の 位置 に 固定 され ます 。 


古い ナイ フ (1950 年 代 の 若者 の ギャ ング の 間 で 人 気 が あ っ た も の な ど ) は 、 通 常 、 曲 が っ た 焼き 入れ の 悪い バネ 鋼 (時 間 の 経過 と と も に 折れ た り 弾 力 性 が 
失わ れ た りす る こと が 多かっ た ) を 使用 し て いま し た が 、 軍 人 向け に 販売 され て いる 新しい 刃物 は 、 コ イル スプ リン グ の 一 種 を 使用 し て いま す 。 メ キシ コ や 極東 で 
製造 され る この 種 の ナイ フ は 粗悪 な 粗悪 品 で ある 傾向 が あり ます 。 


フロ ント オー プ ナ ー は 通常 、 ス イッ チ を 押す だ け で 軽量 の 刃 を 出し 入れ で きる 弱い 二 重 ス プリ ング 機構 を 備え て いま す 。 刃 は 壊れ や すい 小さ な 真 欠 の タブ で 固定 さ 
れ て いま す 。 刃 の スロ ッ ト に 指 を 当て て ナイ フ を 作動 させ る と 、 刃 は 皮膚 を 破 ら ず 、 ロ ッ ク 位 置 ま で 引き 出さ れる まで 前 後に 緩く スラ イド し ます 。 こ の ノベル ティ アイ テ 
ム は 武器 と し て は 貧弱 で 、 付 属 の 安い 刃 は まとも な レタ ー オ ー プ ナー に も な り ま せん 。 


フロ ント オー プ ナ ー の まれ な バリ エー ショ ン は 、 強 力 な コイ ルス プリ ング を 使用 し て 、 通 常 は 両刃 の 刃 を 所 定 の 位置 に 固定 し ます 。 こ の 武器 は 、 起 動 する 
前 に 犠牲 者 の 体 に 押し 付け る よう に 設計 され て いる た め 、 和 群衆 の 中 で ひそ か に 背後 か ら 刺す の に 最適 で す 。 刃 を 引っ 込め る に は 、 先 端 を 床 に し っ か り と 押 
し 付け る 前 に ロッ ク を 解除 する 必要 が あり ます 。 こ れ に は 多く の 場合 両手 が 必要 で す 。 こ の 種 の ナイ フ は 、 テ ィ フ ァ ナ や その 他 の メキ シコ 国境 の 町 で 
販売 され る こと が あり ます 。 


飛び 出し ナイ フ は 、 ス トリ ー ト の 不良 、 酒 場 の 喧嘩 屋 、 そ の 他 感 情 的 に 未熟 な 犯罪 者 に 好ま れ て いま す 。 飛 び 出 し ナイ フ は 一 時 品薄 に な り ま し た が 、 法 律 の 抜け 穴 に 
より 「 未 完成 の キッ ト 」 と し て 郵送 販売 が 可能 に な っ た た め 、 人 気 が 再燃 し まし た 。 飛 び 出 し ナイ フ は 、 ほ と ん ど が 目新し いも の で 戦闘 や 仕事 に 頼る に は 薄っぺら く 
て 鈍い た め 、 ほ と ん どの 州 で 「 致 死 的 な 武器 」 と し て 明確 に 禁止 され て いま す 。 


飛び 出し ナイ フ は 、 ほ と ん どの 管轄 区 域 で 所 持 が 違法 で す (狩猟 者 、 諾 猟師 、 漁 師 、 収 集 家 、 お よび 特定 の 障害 者 に は 限定 的 な 例外 が あり ます )。 ま た 、 作 り 

が 粗末 で 、 壊 れ や すい 傾向 が あり ます 。 糸 くず 、 汚 れ 、 腐 食 に より 、 詰 まっ て 機能 し な く な り ま す 。 サ ム ス タ ッ ド ま た は 切り 欠き の ある 高 品質 の ロッ ク ブ レー 

ド は 、 ほ ぼ 同 じ く らい 速く 開く こと が で き 、 は る か に 信頼 性 が 高く 、 携 帯 し て も 合法 で す 。 そ の よう な 代替 品 が ある と き に 、 違 法 な 飛び 出し ナイ フ を 携帯 する の は 愚か な 
こと で す 。 
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バチ カン : 


バタ フラ イナ イフ は 、「 バ タフ ライ ナイ フ 」 、「 マ ニラ フォ ル ダ ー」 、 ま た は (誤っ て )「 グ ラビ ティ ナイ フ 」 と 呼ば れる こと が よく あり ます 。 

約 1 世紀 前 に フィ リピ ン で 発明 され た バリ ソン ナイ フ は 、 一 対 の ピン で 刃 に 連結 され た 、 自 由 に 動く 一 対 の ハン ドル で 構成 され て いま す 。 閉 じ た 
状態 で は 、 こ の 2 つの ハン ドル が 刃 を 包み ます 。 ナ イフ を 開く に は 、 一 方 の ハン ドル を 握り 、 も う 一 方 の ハン ドル を 慣性 で 折り 曲げ て 刃 を 露出 さ 
せま す 。 両 方 の ハン ドル を し っ か り と 握る と 、 刃 は 所 定 の 位置 に し っ か り と 固定 され ます 。 バ リ ソ ン ナイ フ は 、 ほ と ん どの ロッ ク ブ レー ド よ り 

も は る か に 頑丈 で 、 飛 び 出 し ナイ フ と ほぼ 同じ 速 さ で 開く こと が で き 、 ハ ンド ル を 握っ て いる 限り 、 ロ ッ ク が 解除 され て 指 に 折り た た まれ る こと は 
あり ませ ん 。 


バタ フラ イナ イフ は 12 通り の 開き 方 が あり 、 こ の 武器 を 好む 格闘 家 は 、 和 驚く ほど 手先 の 器用 さ を 披 露 し な が ら 、 非 常に 素早 く 開 く こ と が で きま 
す 。 比 較 的 未熟 な 手 で も 、 少 し 練習 すれ ば 、 こ の ナイ フ を 回 転 さ せ て .、 威 中 的 な カチ カチ と いう 音 を 立て て 回 すこ と が で きる た め 、 一 般 人 を 
威 中 す る こと を 楽し む お ギャ ング の メン バー や スト リー ト の 不良 た ち に 人 気 が あ り ま す 。 


市 販 さ れ て いる バリ ソン ナイ フ の ほとん ど は 、 片 方 の ハン ドル に ラッ チ が 付い て お り 、 も う 片 方 の ハン ドル の スロ ッ ト に 収 まる た め 、 ナ イフ を 開い た 
り 閉 じ た り する と き に ハン ドル が 効果 的 に ロッ ク さ れ ま す 。 こ の ラッ チ は 、 ナ イフ を 実際 に 開い た り 閉 じ た り する と き に 邪魔 に な か る こと が 多い 

た め (予期 せ けず ロッ ク し た り 、 刃 先 が 欠 けた りす る こと も あり ます )、 多 く の 実 践 者 は ラッ チ を 取り 外し た り 、 ラ ッ チ の な い バ ー ジ ョ ン を 特注 し た り し 
ます 。 ラ ッ チ を 、 カ ッ ト し た 小さ な 絶縁 テー プ で 巻く と 、 こ れ を 防ぐ こと が で きま す 。 


バタ フラ イナ イフ の 品質 は 大 きく 異な り ま す 。 路 上 に 出回っ て いる も の の ほとん ど は 輸入 品 で 、 刃 が 鈍く 、 締 め 付け が 強 す ぎ て 開か な か っ た り 、 ピ 
ン が 緩ん で 壊れ て し まっ た り し ます 。 

フィ リピ ン の 手作り バリ ソン ナイ フ は 、 非 常に 高 炭 素 鍋 で 作ら れ て いる こと が 多く 、 鋭 い 刃 が つけ られ ます が 、 腐 食 を 防ぐ た め に 定期 的 な メン テ ナ ン ス が 必要 で す 。 
Taylor and Frost cutlery の 古い バリ ソン ナイ フ は まず まず の 品質 で し た が 、 今 で は めった に 見 か け ま せん 。Benchmade は 、 高 品質 の 大 量 生産 の バリ ソン ナイ フ と 特 
注 品 (多く の 場合 300 ドル を 超え る ) を 提供 し 、 最 近 で は 、 約 200 ドル の 現代 版 (チタ ン 製 ハン ドル と ピン 用 の 六角 ナッ ト ) の バリ ソン ナイ フ を 再 導入 し まし た 。Bear 
cutlery は 最近 バリ ソン ナイ フ を 販売 し まし た が 、 多 く の 人 が が っ か り し まし た 。Jaguar と Manila Folder 製 の ブレ ー ド は 人 気 が あ り ま す が 、 か な り 粗 悪 で す 。 
路上 で 最も よく 見 か ける バリ ソン ナイ フ は 、 固 く な っ た り ピ ン が 緩ん だ りす る 安価 な ノー ブラ ンド で す 。 ア ルミ 製 の テン ト の 杭 で 格闘 し て いる よう な も の で す 。 


バタ フラ イナ イフ は ほとん どの 地域 で ロッ ク ブ レー ド と 同様 に 合法 で す が 、 一 部 の 自治 体 で は 明確 に 禁止 し て いま す 。 州 法 で 禁止 され 
て いな い 場 合 で も 、 地 方 条例 で 禁止 され て いる 場合 が あり ます 。 地 方 条例 に 違反 し た 場合 、 間 題 の ナイ フ は 没収 され 、 所 有 者 は 神 金 を 科せ 
られ る 可能 性 が あり ます 。 


重力 ナイ フ : 


本 物 の 重力 ナイ フ (「 フ ォ ー ル アウ トナ イフ 」 と 呼ば れる こと も ある ) は 、 ナ イフ を 地面 に 向け て ボタ ン (また は リリ ー ス レバ ー) に 触れ る と 自動 的 
に 開き 、 刃 が ハン ドル か ら ま っ すぐ に 滑り 出し 、 所 定 の 位置 に 固定 され ます 。 バ リ ソ ン や 、 緩 い 機 構 を 持つ 一 般 的 な ロッ ク ブ レー ド は 、 誤 っ 
こ 情 報 を 持つ 人 々 (警察 詞 も その 一 人 で ある こと が 多い ) に よっ て 「 重 力 ナ イフ 」 と し て 誤っ て 分 類 さ れる こと が よく あり ます 。 多 く の 人 が 誤っ て 
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禁制 品 の 「 重 力 ナ イフ 」 を 所 持 し て いる と 逮捕 され る (ある い は 投獄 され る ) こ と は ほとん ど な い 。 な ぜ な ら 、 こ の 武器 の 法 的 定義 は あい まい な 
場合 が 多く 、 警 察 や 裁判 所 が 都合 の 良い よう に 定義 し て いる か ら だ 。 本 物 の 重力 ナイ フ は 、 街 中 で めった に 見 か け な い 。 か さば る 「 ド イツ 空軍 
パラ シュ ー ト ナイ フ 」 や 、「OSS パラ シュ ー ト ナイ フ 」 と し て 販売 され て いる 薄っぺら な クロ ム メ ッ キ の ゴミ な ど が 含ま れる 。 誰 か の コレ クシ ョ ン 
以外 で これ ら の ナイ フ を 目 に する こと は まず な い だ ろ う (ちな み に 、 ど ちら の ナイ フ も コレ クタ ー に と っ て 大 き な 価 値 は な い ) 。 


投げ ナイ フ : 


隠し 投げ ナイ フ に は さま ざま な 形 、 サ イズ 、 重 さ が あ り 、 多 く の 会 社 か ら 提供 され て いま す 。 非 常に よく で きた も の も あれ ば 、 平 ら な テン ト 杭 程度 の も 
の も あり ます 。 一 般 的 な 投げ ナイ フ は 、 先 端 だ けが 鋭利 な 、 葉 っ ぱ の 形 を し た 両刃 の 刃 が 付い た 一 枚 の 鋼 で で き て いま す 。 ベ ルト 用 の 萌 が 付い て 
いる こと も あり ます が 、 前 腕 に 装着 され て いる も の の 方 が よく 見 られ ます 。 ナ イフ 投げ を する 人 は 、 特 別 な 装備 か ジャ ケッ ト の 補 の 内 側 に 縫 

い 付け た 萌 で 、 刃 を 首 の 後ろ に 携帯 する こと も あり ます 。 


これ は コマ ンド ー や 忍者 映画 の ファ ン に と っ て は 衝撃 的 か も し れ な い が 、 ナ イフ 投げ に つい て ほとん どの 人 が 知っ て いる と 思っ て いる こと 

の 909%6 は 、 ま っ た く の で た ら め で ある 。 そ も そ も 、 ナ イフ 投げ は 簡単 で は な い 。 実 際 、 ナ イフ 投げ は 武器 の 扱い 方 の 中 で も お そら く 最 も 習得 が 難 
し い 部 分 で ある 。 人 生 の ある 時 点 で ナイ フ 投 げに 挑戦 する 人 は 多い が 、 基 本 的 な 技術 さえ 習得 で きる 人 は ほとん どい な い 。 ナ イフ 投げ 

の 本 質 (基本 的 に は ショ ー マ ン シッ プ で あり 、 他 人 に 感銘 を 与え る た め の 偽 物 ) に 気付 いた 後 、 ほ と ん どの 人 は 1 か 月 以内 に 練習 を や 

め て し まう 。 


戦闘 中 に ナイ フ を 効果 的 に 投げ る こと の で きる 伝説 的 な 名 人 は 数 人 いま す が 、 何 年 練習 し て も その よう な スキ ル を 身 に 付け られ る 人 は 100 
万 人 に 1 人 に も 満た な いと 思い ます 。 中 に は (多く の 場合 何らかの 理由 で ナイ フ を 投げ る 練習 を し て いな い 人 が 衝動 的 に 投げ る ) 遠く か ら 
ナイ フ を 突き 刺し て 他人 を 負傷 させ た り 殺 し た り し た 人 も いま す が 、 そ の よう な 事例 は まれ で 、 主 に 運 (また は 運 の 欠如 ) に よる も の 

で す 。 ナ イフ (キッ チン 用 、 狩 猟 用 折り た た み 式 な ど ) を 手 に 取っ て 、 ラ ンダ ム に 選ん だ ター ゲッ ト に 投げ た 場合 、 直 撃 す る 確率 は 約 20%% で す 。 数 
え 切 れ な い ほ どの ハリ ウッ ド の 「 ア クシ ョ ン アド ベン チャ ー」 映 画 は 私 た ち を だ まし て きま し た 。 


ナイ フ を 投げ る 方 法 は いく つか あり ます が 、 ほ と ん どの 実践 者 は 1 つの 方 法 だ け に 固 す る 傾向 が あり ます 。 毎 日 練習 し な いと 、 能 力 は 急速 に 
低下 し ます 。 ナ イフ を 正確 に 投げ る こと が で きる 人 は 通常 、 集 中 力 を 高め た 一 定 の 距離 か ら の み 投 げ る こと が で きま す 。 タ ー ゲ ッ ト ま で の 距離 や 
投げ る 力 が 変わ る と 、 刃 が 先 に 当たら な く な り 、 跳 ね 返り ます 。 同 様 に 、 長 さ 、 重 さ 、 バ ラン ス の 異な る ナイ フ を 使用 する と 、 刃 の 回 転 が 変わ り ま す 。 
戦 , 闘 状態 で は 、10 フィ ー ト 以上 離れ た 動く ター ゲッ ト に ナイ フ を 突き 刺す こと は ほぼ 不可 能 で す 。 英 に 跳ね 返さ れ て 、 打 撲 傷 や 浅い 切り 傷 し か 負 
わせ られ な い 可 能 性 の 方 が は る か に 高く な り ま す 。 


通常 、 ナ イフ 投げ の ルー ル は 、 で きる 限り 避け る こと で す 。 武 器 を 失い 、 敵 に 武器 を 与え 、 一 般 的 に 馬鹿 に 見 えま す 。 何 ら か の 理由 で ナイ フ を 投 
げ な けれ ば な ら な い 場 合 ( これ は どの ナイ フ に も 当て は まり ます ) 、 先 端 を つか ん で 、 で きる だ け 強 く タ ー ゲ ッ ト の 重心 に 向かっ て 投げ 、 向 き を 
変え て 逃げ る の が 最善 で す 。 当 た っ て も 石 よ り も ダメ ー ジ は 少な いか も し れ ま せん が 、 確 実に 路 路 ささ する か ら で す 。 大 き な ナ イフ を 持っ て いる 
場合 は 、 柄 を つか ん で 、5 フィ ー ト 未満 の 距離 か ら 攻 撃 者 の みぞ お ち に 下 か ら 投げ る の が 最善 で す 。 こ の 距離 か ら この 方 法 で 投げ る と 、 刺 さる 
可能 性 が 高く な り ま す (た だ し 、 こ の 実証 済み の 方 法 は 、 ハ リウ ッ ド で は ドラ マチ ッ ク さ が 足り な いよ う で す )。 短 距離 で の ナイ フ 投げ を 練習 する 
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大 型 の 段ボール 製 の 家電 製品 の 箱 を ター ゲッ ト と し て 使用 する と 、 木 製 の ター ゲッ ト は 刃 に ダメ ー ジ を 与え 、 危 険 な 跳ね 返り の 可能 性 が 高まり 
ます 。 


部 的 外傷 


梶 棒 、 警 棒 、 拳 銃 、 そ の 他 の 打撃 武器 は 、 危 険 な 人 物 が 手 の 届く 範囲 に よく 見 られ ます 。 


梶 棒 や こん 棒 の ほとん ど は 即席 の も の で ある か 、 ま た は 体 に 隠す に は 大 きす ぎる 傾向 が あり ます が 、「 隠 し 武器 」 の カテ ゴリ に 分 類 さ れる も の も いく 
つか あり ます 。 


刃物 と 違っ て 、 隠 し 持て る 打撃 武器 を 携帯 する 人 は 、 そ の 使用 に 熟練 し て いる 傾向 が ある こと に 注意 し て くだ さい 。 こ れ は 、 傷 が 大 量 出血 に つなが る 
こと は あま りな いた め 、 犯 罪 者 が 打撃 武器 の 使用 を た め ら うこ と が 少な く 、 使 用 に 非常 に 慣れ て いる た め と 考え られ ます 。 


ビリ ー ク ラブ : 


警棒 は 「 ビ リー」、「 ナ イト ステ ィ ッ ク 」 、「 トラ ンチ ョ ン 」 と も 呼ば れ 、 通 常 は 長 さ 1 て 2 フィ ー ト の 頑丈 な 木材 で で き て いま す 。 多 く の 場 合 刻 み 
目 の あ る グリップ と ひも が 付い て いま す 。 


警棒 は 多く の 管轄 区 域 で 禁止 され て いる 武器 で す が 、 警 棒 の 定義 は 大 きく 異な り ま す 。 し か し 、 杖 や アル ミ 製 の 懐中 電灯 は 警棒 より も は る か に 効果 
的 で あり 完全 に 合法 で す 。 


警棒 に 似 た 武器 に は 、 エ スク リマ ステ ィ ッ ク (通常 は 2 本 で 使用 )、 横 持ち の 警棒 (警察 版 の トン ファ ー)、 ア ルミ 製 の 「 タ イヤ チェ ッ カ ー」( テ 
ィ ー ボー ル の バッ ト の 約 半 分 の サイ ズ )、 重 り 付 き の 軍 用 梶 棒 (数 十 種類 の バー ジョ ン が 存在 )、 そ し て よく 知ら れ て いる 鉛 管 (現在 で は 亜鉛 メッ キ 銅 
の 配管 パイ プ ま た は 切断 し た 鉄筋 ) な ど が あり ます 。 


ナッ クル ズ : 


ブラ スナ ッ ク ル は 「 ペ ー パ ー ウ ェ イ ト 」 と し て 通信 販売 され て いま す が 、 ほ と ん どの 場所 で の 携帯 は 違法 で す 。 
ほとん どの 「 ナ ッ ク ル 」 に は 、 衝 撃 を 吸収 する た め に 手のひら に 当たる 突起 が 付い て いま す 。 多 く の ナ ッ ク ル に は 、 
さら な る ダメ ー ジ を 与え る た め に 突起 や 突起 が ナッ クル の 表面 に 付い て いま す 。 


市 販 さ れ て いる 真 鈴 ナ ッ ク ル の 品質 は 大 きく 異な り ま す 。 私 は 、 プ ロ が 設計 し た 、 薄 く て 滑ら か に 磨 か れ た 表面 の ナッ クル を 見 た こと が あり 
ます が 、 砂 型 に 溶け た 真 魚 を 流し 込ん で 粗雑 に 作ら れ た ナッ クル も 見 まし た 。 設 計 の 悪い ナッ クル の 中 に は 、 指 穴 が 小さ か っ た り 、 間 隔 が 不 均等 だ っ 
た りす る も の も あり ます 。 自 家 製 の も の に は 指 穴 が まっ た く な く 、 平 ら な 金属 の 椿 円 形 に 似 て いる も の も 少な く あ り ま せん 。 


私 は 、 ア ルミ ニウム (軽量 化 の た め ) や プラ スチ ッ ク ( 
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金属 ブッ クル が 禁止 され て いる 地域 で は 、 法 律 上 の 抜け 穴 と な る 。 磨 か れ た 堅 木 で 作ら れ た セッ ト を 見 た こと が ある 。 お 
そら く 、 曲 が っ た り 折れ た りす る こと な く ナ ッ ク ル を 保護 する どん な 素材 で も 作る こと が で きる だ ろう 。 


第 一 次 世界 大 戦 の 暫 圭 ナ イフ の レプ リカ な ど 、 一 部 の ナイ フ に は グリ ッ プ に ナッ クル が 組み 込ま れ て いま す 。 こ れ は 、 遭 遇 す 
る と 厄介 で す が 、 ナ ッ ク ル が ある と 器用 さ が 制 限 さ れ 、 ナ イフ の 携帯 が 違法 に な り ま す 。 ナ ッ ク ル を ハン ドル に 組み 込ん だ 折り た 
た み ナ イフ は 通常 、 粗 悪 な 輸入 品 で す 。 


ナッ クル は パン チ の 衝撃 を 借 増す る よう に 設計 され て お り 未熟 な 手 で も 効果 的 で す 。 骨 に 対し て 使用 する の が 最適 で 
す 。 有 効 な ター ゲッ ト に は 額 や 助 骨 が 含ま れ ま す が 、 ど こ に 当たっ て も 痛み を 伴う 粉砕 打撃 を 受け る こと に な り ま す 。 


ナッ クル に 似 た も の に 、 ラ ッ パ ー、 ポ ン 引 き 、 麻 薬 の 売 人 が か つて 好 ん で いた 金メッキ の 「4 本 指 リ ング 」 が あり ます 。 武 器 と し て 頻 
繁 に 使用 され た た め 、 多 く の 管 轄 区 域 で すぐ に 禁止 され た 「 金 属 ナ ッ ク ル 」 に 分 類 さ れ 、3 本 指 (その 後 2 本 指 ) バ ー ジ ョ ン 
を 提供 し て これ ら の 法律 を 回 避 し よう と する 試み が 何 度 か あり まし た が 、 す ぐに 人 気 を 失い まし た 。 こ れ ら は 、 富 (お よび 犯罪 性 
向 ) を 誇示 する た め に 公然 と 着用 され る こと を 意図 し て いた た め 、 今 で は めった に 見 か け ま せん が 、 す ぐに 「 警 官 を 引き つけ る 」 こ と 
が わか り 、 す ぐに うん ざり する よう に な り ま し た 。 


金属 製 の ナッ クル は 、 ほ と ん どど こ で も 所 持 が 違法 で す が 、 時 折 、「 ノ ベル ティ ペー パー ウェ イト 」 と し て 通信 販売 され て いる 
の を 見 か け ま す 。 薄 く て 軽い レプ リカ は 、 ベ ルト の バッ クル に 加工 され る こと も あり ます 。 こ れ ら は 優れ た 武器 で す が 、 ヤ ワラ も 同 
様 に 優れ て いま す (合法 で も あり ます )。 


SAPS: 


サッ プ に は 、 ス ラッ パー と ブラ ッ ク ジ ャ ッ ク の 2 つの 基本 的 な バー ジョ ン が あり ます 。 


スラ ッ パ ー は 平ら な パドル 型 の 打撃 武器 で 、 通 常 は 粉末 鉛 と バネ 鋼 の 細 片 を 2 枚 の 平ら な 革 の 間 に 縫い 付け て 作ら れ て いま す 。 
表面 積 が 大 きい た め 、 衝 撃 力 が 集中 せ ず 分 散 さ れる た め 、 骨 が 折れ る 可能 性 は 低く な り ま す 。 ス ラッ パー は 、 警 察 官 刑 務 所 の 看 
守 、 精 神 病 棟 の 看守 が 、 暴 力 的 な 人 物 を 重傷 を 負わ せる こと な く 制 圧する た め に 設計 され まし た 。 た だ し 、 頭 部 を 繰り 返し 殴打 
する と 、 死 に 至る 可能 性 が あり ます 。 一 部 の 書店 で 販売 され て いる 、 還 り の 付い た 豪華 な プレ ー ス キー パー は 、 合 法 的 な スラ ッ パ 
ー で す 。 た だ し 、 適 切な 本 も 携帯 する 必要 が あり ます 。 


ブラ ッ ク ジ ャ ッ ク は コイ ルス プリ ング の 端 に 取り 付け られ 、 革 で 包ま れ た 丸い 鉛 の 重り で す 。 

打撃 の 力 は 非常 に 集中 し て お り 、 骨 を 簡単 に 砕く こと が で きま す 。 耳 の 後ろ を 軽く た た くだ け で 、 ほ と ん どの 人 は 意識 を 失い ます 。 頭 
部 に 強い 打撃 を 与え る と 、 死 に 至り ます 。 ブ ラッ クジ ャ ッ ク は 、 薄 いい 靴下 また は ナイ ロン スト ッ キ ング の 中 に D セル 電池 を 入 

れ 、2 つの 結び 目 を 作る こと で 即席 に 作る こと が で きま す 。1 つ は 重り の 後ろ 、 も う 1 RA 
この 2 つの 合法 的 な アイ テム は 、 す ぐに 組み 合わ せ て 違法 な 致命 的 な 武器 に する こと が で きま す 。 身 体 検査 を 受け る 

の が 心配 な 場合 は 、 靴 下 と 電池 を 2 つの 別 の ポケ ッ ト に 入れ て 持ち 運ぶ こと が で きま す 。 


ブラ ッ ク ジ ャ ッ ク に 似 た 護身 用 具 が 販売 され て お り 、 小 さ な 棒 と 
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片方 の 端 に カッ プ が あり 、 そ の 中 に は 短い 引き 込み 式 ケ ー ブ ル に 取り 付け られ た 小さ な 金属 製 の 重り が 入っ て いま す 。 こ の 装置 を 振る と 、 重 り 
は 約 1 イン チ 伸 び 、 柔 軟 性 は あり ます が 、 バ ネ の 張力 は あり ませ ん 。 重 り の 溝 は 、「 犯 人 の 身元 確認 の た め に DNA 物質 を 捕らえ る 」 よ うに 訟 
され て いま す 。 言 い 換え れ ば 、 犯 人 に 出血 させ る た めで す 。 ブ ラッ クジ ャ ッ ク ほ どの 致死 住 は あり ませ ん が 、 人 を 傷つけ る 装置 で す 。 


ヤワラ ス : 


ヤワラ は 、 端 を 使っ て 打撃 で きる 長い 拳 で す 。 通 常 は 木製 で す が 、 金 属 や プラ スチ ッ ク 製 の 場合 も あり ます 。 先 細 り の 端 が 付い て いる も の や 、 

骨 や 組織 に 実際 に 突き 刺さ る 失っ た 端 が 付い て いる も の な ど 、 サ ブ ミ ッ シ ョ ン ホー ルド 中 に 神経 腔 に 食い 込む た め に 作ら れる 場合 も あり ます 。 
通常 、 端 は 丸 型 か 平 型 で す 。 重 量 の ある 拳 を 使う と パン チ の 衝撃 が 増す と 考え る 人 も いま す が 、 保 護 さ れ て いな い 指 を 骨折 する リス ク が か な りあ り 
ます 。 


ヤワラ は キー ホル ダー に 取り 付け られ る こと も あり 、 軽 い フ レイ ル に する こと が で きま す (最も 一 般 的 な バー ジョ ン は 「 ク ボタ ン 」 と し 

て 販売 さ れ て いま す )。 鋼鉄 製 の ヤワラ の よ うな キー オリ レル ダー (通常 は 「 忍 者 キー ホリ ル ダ ー」 と し て 販売 さ れ て い ます ) に は 握 っ た と 

き に 指 の 関節 の 間 か ら 伸び る よう に 、 一 対 の 細い 垂直 の 棒 が 取り 付け られ て いま す 。 こ れ に より 、 パ ンチ の 全 エ ネル ギー が 2 つの 小さ な 領域 
に 集中 し 、 深 く 叶 通し て 大 き な 怪 我 を 負わ せる 可能 性 が あり ます 。 熟 練 し た 手 で 扱え ば 、 こ の 物体 は 真 谷 ナック ル よ り も 致命 的 で す 。 AA ミニ 
マグ ライ ト (「 モ ジェ ム 」 と し て 販売 され て いま す ) の 重り 付き アタ ッ チ メン ト は 、 エ ンド キャ ッ プ の 代わ り と な り 、 ヤ ワラ と し て の 用 途 

が 広がり 、 小 さ な 梶 棒 に も な り ま す 。 短い 鋼管 は 、 優 れ た 即席 の ヤワラ に な り ま す 。 閉 じ た ポ ケッ トナ イフ や 金属 製 の ペン は 、 同 様 の 大 き さ 

の ほとん どの 回 体 物体 と 同様 に に それ な り の 即席 の ヤワラ に な り ま す 。 


ヤワラ は 特定 の 圧力 ポイ ント や 神経 腔 に 打ち 込む こと が で き 、 習 得 に は 時 間 が か か り ま す が 、 不 必要 な 暴力 や 深刻 な 危害 を 与え る リス ク な し 
に 攻撃 者 を 止め る こと が で きる と 考え られ ます 。 ヤ ワラ は 頭蓋 骨 や 胸骨 を 砕く の に も 使用 で きま す 。 熟 練 し た 武道 家 の 手 に か か れ ば 、 ヤ ワ 
ラ は 致命 的 な 武器 に な り ま す 。 ヤ ワラ は サイ ズ が 小さ く 、 見 た 目 も 無害 で ある た め 、 ほ と ん どど こ に で も 持ち 運ぶ こと が 合法 で す 。 隠 し 


刃 と スパ イク 付き の ヤワラ も 入手 可能 で す が 、 多 く の 管 轄 区 域 で 所 持 が 禁止 され て いま す 。 


スチ ー ル ボー ル 


固い 眼 想 ボー ル と 大 き な ボ ー ル ベア リン グ は 、 投 げた り 、 拳 で 握っ た り し て 使用 で きま す 。 鋼 鉄 の ボー ル で 叩く と 、 骨 が 折れ た り 、 コ ンク リー ト 
ブロ ッ ク が 粉砕 され た り し ます 。 


銅 球 は 30 フィ ー ト まで 正確 に 投げ る こと が で きま す が 、 効 果 は 50 フィ ー ト 程度 で す 。 み みず 腫れ が 残り 、 重 傷 を 負う 可能 性 が あり ます 。 近 
距離 か ら 強 力 な 力 で 投げ られ た 銅 球 は 、 頭 部 に 当たれ ば 簡単 に 死に 至る 可能 性 が あり ます 。 


スチ ー ル ボー ル は ポケ ッ ト や ポー チ に 入れ て 持ち 運ぶ こと が で きま す 。 靴 下 の 中 に 落と し た り 、 バ ンダ ナ で 包ん だ りす れ ば 、 ス チー ル ボ ー ル 
は 致命 的 な フレ イル に な り ま す 。 一 般 的 に 「 眼 想 と リラ ク ゼ ーション 」 に 使用 され 、 ほ と ん どの 捜索 で は 見 過ごさ れる で し ょ う (2 組 以上 見 つ 
か ら な い 場 合 )。 

「 磁 気 マ ッ サ ー ジ ボー ル 」 は 、 固 い 眼 想 ボ ー ル に 似 て いま す が 、 突 起 の ある スパ イク で 覆 わ れ て いま す 。 石 、 電 池 、 ビ リヤ ー ド ボー ル は すべ て 、 十 
分 に 代用 で きま す 。 


Machine Translated by Google 


杖 武器 


数 多く の 武器 が 、 こ の 質素 な 杖 に 組み 込ま れ て きま し た 。 こ れ ら の 武器 の 多く は 、 紳 士 が サポ ー ト に 必要 か どう か に 関わ ら ず 杖 を 持ち 歩 
く の が 流行 し て いた 17 世紀 中 頃 に 設計 され まし た 。 杖 の 武器 は 、 ブ ラス ター、 ブ レー ド 梶 棒 な ど 、 い くつ か の 主要 な カテ ゴリ に 分 類 さ れる 傾向 
が あり ます ( 他 に も カテ ゴリ は あり ます )。 


ブラ スタ ー: 


ブラ スタ ー は 博物館 以 外 で は ほとん ど 見 か け な く な り ま し た 。 こ れ は 、 連 邦 政 府 に よる 「 杖 銃 お よび 他 の 偽装 銃器 」 に 対す る 規制 に より 、 ブ 

ラス ター が 消音 機 付き マシ ン ピ ス トル と 同じ カテ ゴリ に 分 類 さ れ て いる た めで す (クラ ス II FFL と 200 ドル の 納税 印紙 が 必要 )。 現 存 

する 杖 銃 の ほぼ すべ て は 単発 武器 で 、 通 常 は 黒色 火薬 の 「 キ ャ ッ プ アン ド ボー ル 」 タ イプ で す 。 コ ブレ イ 社 は か つて 、 特 定 の ブラ ンド の アン テ 
ィ ー ク 杖 銃 で .38 スペ シャ ル 弾 を 発射 で きる よう に する 変換 キッ ト を 販売 し て お り 、 い くつ か の 口径 の 違法 な 自家 製 バ ー ジ ョ ン が 発見 され て いま 
す (圧力 が 低く 、 安 価 な 銃身 が 手 に 入る た め 、.22 LR、.45 ACP、 お よび .410 ショ ッ ト シ ェ ル が 最も 一 般 的 で す )。 杖 銃 に は さま ざま な 発射 メカ 
ニズム が 組み 込ま れ て いま す が 、 そ の ほとん ど は 作動 が 遅く 、 フ ル コッ ク 状 態 で 携帯 する の は 安全 で は あり ませ ん 。 自 家 製 の 杖 銃 の 中 に は 、 黒 

色 火 薬 の 装 薬 を 点火 する た め に 電気 フィ ラメ ント を 使用 する も の も あり ます 。 こ の よう な 装置 は 、 工 作 機械 な し で 簡単 に 製造 で きま す 。 


あま り 見 か け な い 派生 型 と し て は 圧縮 空 気 (また は ガス ) で 発射 され る 杖 銃 が あり ます 。 こ れ も 単 発 の 武器 で 、 鉛 また は 鋼 の 球 を 致死 速度 で 発 
射す る こと が で きま す 。 共 産 主義 課 報 員 は 、 同 様 の 武器 か ら 毒 入 り の パレット や ダー ツ を 発射 し まし た (た と えば 、 い くつ か の 有名 な 暗殺 で 使用 
され た ブル ガリ ア の 「 傘 銃 」)。 関 連 す る 武器 と し て 、 電 気 で 発射 し た 電荷 を 使用 し て 青酸 の 小さ な 雲 を 標的 の 顔 に 直接 噴射 し 、 シ アン 化物 中 毒 
で 死に 至ら し め る 管状 の 「 ガ ス 銃 」 が あり ます 。 吹 き 矢 も 杖 に 組み 込ま れ て いま す 。 


ブレ ー ド : 


ブレ ー ド と は 、 通 常 「 剣 杖 」 の こと を 指し 、 こ れ に は いく つか の 種類 が あり ます 。 典 型 的 な 剣 杖 は 片刃 の 刃 で 、 通 常 18 イン チ か ら 22 イン チ の 長 
さ で 、 杖 の グリ ッ プ に 固定 され 、 柄 に 収め られ て いま す 。 こ の ユニ ッ ト は 、 さ ま ざ ま な ロッ ク 機 構 また は 単純 な 摩擦 に よっ て 固定 で きま す 。 

アン ティ ー ク の 剣 杖 の ほとん ど は 高 品質 で 、 そ れ に 見 合っ た 価格 が 付け られ て いま す 。 私 が 見 た 現代 の 複製 品 の ほとん ど は 衝撃 を 受け て 

も 刃 が 取れ ず 変 形 し て し まう よう な 脆弱 な 刃 が 付い た 粗悪 品 で す 。 よ く 設 計 さ れ た 剣 杖 の 柄 は 、 警 棒 と し て 使用 で きる ほど 頑 

丈 で 、 ど ちら の 手 に も 武器 と し て 使用 で きま す 。 私 が 見 た 他 の 「 剣 杖 」 は 、 本 物 の 剣 で は な く 、 は る か に 短い 短剣 の 刃 ま た は スパ イク が 付い 

て いま す が 、 こ れ ら は 安価 な 輸入 複製 品 より も 機能 的 で す 。 基 本 的 な 剣 杖 の デザ イン に は 数 十 の バリ エー ショ ン が あり 、 そ の 多く は コレ ク 

ター に 高く 評価 され て いま す 。 


剣 杖 に 似 た も の に 、 も っ と 適切 な 言葉 が な い の で 「 槍 杖 」 と 呼ぶ も の が あり ます 。 槍 杖 に は 、 通 常 12 イン チ 以 下 の 刃 また は スパ イク が 付い 
て お り 、 杖 の 下部 か ら 突 き 出 て いま す 。 ほ と ん どの 場合 、 柄 の 下部 は 取り 外さ れ て いま す ( 柄 を 引い て 刃 を 柄 か ら ス ライ ド さ せる の で は な く )。 
し か し 、 い くつ か の バー ジョ ン で は 、 ボ タン を 押す と 刃 (また は スパ イク ) が 外れ 、 刃 が 所 定 の 位置 に カチ ッ と は まり ます ( 
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金属 製 の 杖 に は 、 ね じ を 外す と 刃 が 露出 し 、 再 び ね じ 込む と 短い 槍 に な る タイ プ も あり ます (品質 の 異な る 複数 の バー ジョ ン を 見 た こと が あり ま 
す )。 一 部 の 杖 に は 、 同 様 の 方 法 で 使用 で きる スパ イク 付き の フェ ルー ル (「 ハ イキ ング 用 ) が 使用 され て いま す 。 


梶 棒 : 


梶 棒 は 人 を 殴り 殺す の に 特に 適し た 杖 で 、 場 合 に よっ て は 、 そ の 目的 で 特別 に 設計 され て いま す 。 ヒ ッ コ リー、 黒 クレ ルミ 、 ま た は さま ざま な 人 外来 の 広 
葉 樹 で 作ら れ た 頑丈 な 杖 は 、 密 度 が 高く 、 重 く 、 壊 れ に くい も の で す 。 防 御 に 関し て は 、 そ の よう な 杖 は 軽い 木材 や アル ミニ ウム 管 で 作ら れ た 杖 よ り 
も は る か に 優れ て いま す 。 


真 鍛 、 銀 、 ま た は 鋼 の 柄 を 上 に 付け る と 、 致 命 的 な メイ ス に な り ま す 。 ま た 、 ア イル ラン ド 産 の ブラ ッ ク ソ ー ン ウォ ー キ 
ング ステ ィ ッ ク も 特筆 に 値 し ます 。 こ の 杖 に は 天然 の 突起 が ちり ば め ら れ て お り 、 一 撃 ご と に 血 を 流し ます 。 装 飾 が 
施さ れ た 杖 に は 、 華 麗 な 延長 フェ ルー ル と 、 全 長 に わた る 金属 バン ド ま た は 象 朋 が 施さ れ て お り 通常 、 誰 か を 殴 
打 す る に は 高価 すぎ る の で す が 、 殴 打 に は 非常 に 適し て いま す 。 


ハン マー ヘッ ド の 杖 は か つて 人 気 が あ り 、 自 分 の 工房 で 作っ て 適切 に 装飾 する こと が で きま し た 。 ス パイ ク の つい た フェ ルー ル と マト ッ ク が 付 
いた 登山 家 の 杖 は 、 熟 練 し た 人 の 手 に か か れ ば 恐ろし い 武 器 と な り 過度 に 注目 を 集め る こと も あり ませ ん 。 


ポー ラン ド の 伝統 的 な チュ パ ガ 杖 は 、 共 の よう な 柄 と 鋭く 失っ た 先端 が 特徴 で す 。 前 述 の 梶 棒 タ イプ の 杖 は 、 通 常 、 路 上 で の 携帯 が 合法 で す (た だ し 、 若 く て 健康 な 場合 は 、 
地元 の 警察 が 「 フ ァ ッ ショ ン ステ ー ト メン ト 」 を 没収 し 、 武 器 所 持 で 告発 する 可能 性 が あり ます )。 一 方 、 次 の 杖 は 違法 で す 。 


「 鉛 入り の 杖 」 と は 、 一 般 的 に は 、 骨 折 を 目的 と し た 重量 増し の た め に 鉛 (溶融 粉末 、 ま た は 散弾 ) を 詰め た 杖 を 
指し ます 。 鉛 は 柄 全 体 に 詰め る こと も で きま す が 、 通 常 は 先端 に 集中 し て いま す 。 こ の よう な 杖 は めった に 見 か け 
ませ ん が 、 長 い 鋼管 で 作ら れ た 杖 は よく 見 か け ま す 。 こ れ ら は 通常 、 一 般 的 な 木製 の 杖 や ステ ッ キ の よう に 見 える よ 
うに 塗装 され 、 特 徴 的 な ガタ ガタ 音 を 消す た め に ゴム 製 の フェ ルー ル の 先端 が 取り 付け られ て お り 、 非 常に 違法 で す 。 


金属 製 の ボー ル 型 グリ ッ プ の 杖 の 中 に は 、 ボ ー ル を シャ フト か ら 外 せる よう に 設計 され て いる も の が あり 、 短 い ケ ー ブ ル が 露出 し 

て 中 世 の フ レイ ル の よう に 振り 回 すこ と が で きま す 。 一 部 の 杖 は 、 ね じ っ て 取り 外し て 特大 の ヌン チャ ク に で きる よう に な っ て 

いま す 。 忍 術 の 実践 者 の 間 で は 、 重 りや フッ ク で 終端 され た 長い 鎖 を 隠し た 杖 が 時 々 見 られ ます 。 剣 杖 を 専門 と する ある 会 社 は 、 刃 

の 代わ り に 長い バネ 棒 (「 清 賀 の 鉄 鞭 」 に 似 て いま す が 、 折 り た た み 式 で は な く 固 定式 ) が 付い た バー ジョ ン (「 マ フィ ア ステ ィ ッ 
ク 」 と し て 販売 ) も 提供 し て いま し た 。 


警察 スタ イル の 武器 


法 執行 機関 が 好む 非 致死 性 武器 は 、 略 礁 的 な 犯罪 者 か ら 身 を 守る た め に 正直 な 市 民 が 頼り し に する の が 一 般 的 で す 。 し か し 入手 し や すい た め 、 多 く 
の 犯罪 者 が より 邪悪 な 目的 で 非 殺 傷 性 武器 を 入手 し て いま す 。 


Machine Translated by Google 


犯罪 者 は こう し た 武器 の 被害 に 遭う こと が 多く 、 経 験 か ら その 威力 の 大 き さ を 知っ て いま す 。 特 に 催涙 スプ レー は 、 犯 罪 者 が 所 持 し て いる の が 見 
つか り 、 犯 罪 者 は それ を 失礼 な 相手 に 「 教 訓 を 与え る る 」 た め 、 ま た は 「 殴 り 倒す 」 前 に 誰か を 無力 諸 す る た め に 使用 し て いま す 。 


「 バ ッ ジ マニ ア 」 や その 他 の 疑似 警官 (警察 の な りす まし ) は 、 通 常 、 警 察 の 道具 を 自分 の 「 ア イデ ン テ ィ テ ィ 」 の 一 部 と し て 入手 
し ます 。 強 女犯 や 連続 殺人 犯 (私 服 警 官 の ふり を する こと が 多い ) は 、 被 害 者 を 誘拐 する 前 に 催涙 スプ レー や スタ ン ガ ン を 使っ て 無力 化す る こと も あ 
り ま す 。 


唐辛子 スプ レー : 


催涙 スプ レー は 、 い くつ か の 濃度 で 入手 可能 で 、 さ ま ざ ま な エア ゾー ル 缶 か 5 ら 発射 で きま す 。 こ れ ら の 品質 と 信頼 性 は 大 きく 異な る た め 、 必 要 な と き に 最小 限 の 

手間 で 機能 する も の を 選択 する よう に 注意 する 必要 が あり ます 。 設 計 の 悪い 缶 で は 、 ボ タン が 詰まっ て し まい ます 。 通 常 、 濃 度 が 高い ほど 薬剤 の 効果 は 高く な 

り ま す が 、 こ れ に 異議 を 唱え る 意見 を 聞い た こと が あり ます 。 ほ と ん どの スプ レー に は 、109% の オレ オレ ジン カプ シカ ム (カイ エン ペッ パー) が 含ま れ て い 

ます 。CN また は CS の 「 催 涙 ガ ス 」 を 含む 処方 は 、 軍 隊 以 外 で は ほとん ど 見 られ ず 、 広 く 時 代 遅 れ で 警察 や 民間 の 使用 に は 不適 切 で ある と 考え られ て いま す 。CN に 遭 
通す る まれ な ケー ス で は 通常 40 mm グレ ネー ド ラン チャ ー 弾 (意図 せ ず 火災 を 引き 起こ す ほ どの 熱 を 発生 する 可能 信 が あり ます ) な どの 爆発 する 発射 体 の 中 

に カプ セル 化 さ れ て いま す 。 ほ と ん どの 専門 家 は 、OC 催涙 スプ レー は CN また は CS より も は る か に 効果 的 で ある と 考え て いま す 。 


スプ レー 向 は 通常 、 さ さま ざま な 距離 に 、 液 体 の 細い 流れ ( 「 シ ョ ッ ト ガ ン スト リー ム 」 と 呼ば れる こと も あり ます ) また は 細か い 霧 を 噴射 し ます 。 平 均 
距離 は 約 7 フィ ー ト で す 。「 フ ォ ガ ー」 は 15 フィ ー ト 以上 離れ た 場所 に 濃い 雲 を 噴射 し 、 小 型 消火 器 の よう に 見 えま す 。 ス プレ ー 向 は 、 短 い バ 

ー ス ト ま た は 長い バー スト で 噴射 する こと も 、 ア クティ ベー タ ボタ ン を 押し 続け る こと で 空 に する こと も で きま す (お そら く 良 い 考え で 

は あり ませ ん )。 数 回 バー スト する と 、 量 と 圧力 の 両方 が 大 幅 に 減少 する た め 、 引 き 続き 額 る の で は な く 、 で きる だ け 早 く ユ ニッ ト を 交換 する こ 

と を 強く お 勧め し ます 。 ま た 、 ユ ニッ ト は 、 刻 E 印 され た 有効 期限 が 過ぎ た ら 交 換 する 必要 が あり ます 。 


催涙 スプ レー は 、 ペ ン 、 懐 中 電灯 、 手 首 に 取り 付け る 装置 か ら 噴 射 で きる ほか 、 ス ター ター ピス トル や デリ ンジ ャ ー の よう な 照明 弾 発射 装置 か 

ら 発射 する こと も で きま す 。 私 は 、 幅 広 の 円 筒 形 の 胴体 を 持つ 大 型 プ ラス チッ ク ピス トル に 似 た 装置 を 見 た こと が あり ます 。 こ の 装置 は 、 

高圧 の 液体 を 長 距離 に わた っ て 発射 する こと が で きま し た (た だ し 、 か な り 大 きい た め 、 ジ ャ ケッ ト の 下 に 隠す の は 昧 難 で す )。 催 涙 スプ レー は 、 車 
両 に 取り 付け られ た 隠し ノズル (通常 は 運転 席 側 の 窓 の 上 に 取り 付け られ て いま す ) か ら 5 発射 する こと も で きま す 。ASP は 、 高 圧 の 円 鈴 

形 の 液体 を ベー ス か ら 発 射す る ヤワラ スタ イル の キー ホル ダー を 製造 し て いま す 。ASP の 「 キ ー ディ フェ ンダ ー」 に は 、 訓 練 用 に HEAT カー ト 
リッ ジ 1 個 と 不 活性 の TEST カー トリ ッ ジ 1 個 が 付属 し て お り 、 追 加 の デュ アル カー トリ ッ ジ パッ ク も 用 意 さ れ て いま す 。 キ ャ ニス ター 全体 が 一 
度 に 空 に な る た め 、2 回 目 の 発射 は で きま せん 。 多 種 多様 な 紗 され た スプ レー プロ ジェ クタ ー 手 槽 弾 、 ブ ナー ビー トラ ッ プ 、 ジ ェ ネ レー ター (群衆 制 
御 の た め に 大 量 の スプ レー を 生成 する 大 型 装置 ) が 存在 し ます が 、 こ れ ら は 広く 入手 で きる わけ で は あり ませ ん 。 


ペッ パー スプ レー より も 多く の 点 で 優れ て いる の は 、 メ イス < ペッ パー フォ ー ム で す 。 濃 い 流 れ で 噴射 され 、 目 的 の 場所 に 留まり 、 残 留 唆 を 生 
じ ま せ ん 。 泡 は 
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シェ ー ビ ン グ クリ ー ム の よう な ペッ パー フォ ー ム は 狙い や すく 実際 に 対象 物 に 薬剤 が 接触 する の を 見 る こと が で きま す 。OC を 含浸 させ た フォ 
ー ム は 視界 を 遮る だ け で な く 、 対 象 物 に の み 作 用 し 、 部 屋 が 一 時 的 に 居住 不能 に な る こと を 防 ざ ます 。 ペ ッ パ ー フ ォ ー ム は 、 実 際 に 運転 手 が 自 
動車 の 後部 座席 に スプ レー し て も 、 他 の 乗客 に は 影響 し ませ ん 。 


さら に 、 こ の 製品 は 、「 フ リッ プ トップ. 安全 キャ ッ プ と 親指 アク チュ エー タ ボタ ン を 備え た 最高 品質 の キャ ニス ター を 使用 し て いま す 。 廊 下 に ガス を 充満 させ た り 、 大 
勢 の グル ー プ を 解散 させ た りす る 必要 が ある 場合 を 除い て 、 ス プレ ー 武 器 と し て Mace Pepperfoam を 選択 する 必要 が あり ます 。 そ の 場合 は 、 噴 邑 器 を 使用 する 
必要 が あり ます 。 


催涙 スプ レー は 、 攻 撃 者 の 顔 に 噴射 され 、 口 、 鼻 、 目 を 狙い ます 。 腕 を 伸ばす と 、 ス プレ ー 和 缶 を つか ん だ り 、 押 し の けた り で きる の で 、 必 ず 体 
か ら 離 さ な い で くだ さい 。 攻 撃 者 が 頭 を 振り 向く た びに 、 攻 撃 者 の 顔 に スプ レー を 噴射 し 続け て くだ さい (攻撃 者 が 複数 いる 場合 は 、 逃 げ る 前 に 全 
員 に スプ レー を か け ま す )。 ス プレ ー が 不正 確 ま た は 部 分 的 に し か 噴射 され な いと 、 効 果 は 薄れ ます 。 


残留 ミス ト は 、 換 気 の 質 に 応じ て 、 長 時 間 に わ た っ て 部 屋 全体 に 影響 を 及ぼ し ます (汚染 され た エリ ア を 横切る 必要 が ある 場合 は 、 片 目 を 閉じ て 呼 
吸 し な いで くだ さい )。 風 に 向かっ て 噴 杉 し て は いけ ませ ん (当然 で す )。 催 涙 ス プレ ー の 影響 に は 、 視 力 障害 、 窒 息 、 吐 き 気 、 お よび 一 般 
的 な 無力 化 が 含ま れ ま す 。 


十分 に 練習 し て 慣れ て さえ いれ ば 、OC 催涙 スプ レー は 安全 で 効果 的 な 非 致死 性 兵器 で す 。OC 催涙 スプ レー は 正しく 使用 すれ ば ほ と 

ん どの 襲撃 者 を 無力 化 で きま す が 、 確 実に 止め られ る わけ で は あり ませ ん 。 決 然 と し た 襲撃 者 や 薬物 の 影響 下 に ある 襲撃 者 は 、 顔 に 繰り 返し 
スプ レー を か けら れ て も 攻撃 を 続け る 可能 性 が あり ます 。 こ の スプ レー は 凶暴 な 犬 (濡れ た 鼻 の 粘膜 に 多数 の 神経 終末 が ある ) や 膜 病 な 不良 
に 対し て 最も 効果 的 で す 。 


注意 : 催涙 スプ レー は 加 圧 容器 に 入っ て いま す の で 、 直 射 日 光 の 熱 に さら し た り (車内 に 放置 し た り )、 飛 行 機 に 乗る 際 に 預け 荷物 に 入れ た り し な 
いで くだ さい (貨物 室 は 加 圧 され て いま せん )。 熱 や 気圧 の 変動 に さら され る と 、 ス プレ ー 容 器 が 破 像 し た り 、 漏 れ た りす る こと が あり ます 。 


伸縮 式 警棒 : 


伸縮 式 警 棒 は 、 振 り の 慣性 、 ま た は 圧縮 され た コイ ル スプ リン グ に よっ て 伸び 、 所 定 の 位置 に 固定 され ます 。 品 質 、 耐 久 性 、 長 さ は 大 きく 異な り ま 
す 。 最 高 品質 の 警棒 は 、 所 定 の 位置 に し っ か り と 固定 され る た め 、 突 き 刺す の に 使用 で きま す 。 こ れ は 骨 を 簡単 に 折る こと が で きる 強力 な 武器 で 
す 。 ポ ケッ ト に 簡単 に 入れ て お くに は 重 す ぎる た め 、 ベ ルト ホル スタ ー ま た は 「 肩 に か ける 」 リ グ が 必要 で す 。 


ASP は 、 さ ま ざ ま な 長 さ 、 重 さ 、 仕 上 げ の 、 世 界 最高 級 の 伸縮 式 警棒 を 製造 し て いま す 。 こ れ は 、 法 執行 機関 の 職員 が 好 ん で 使う 衝撃 武器 で あり 、 
威 蹴 感 の な い 「 政 治 的 に 正しい 」 ユ ニッ ト に 折り た た むこ と が で きま す 。 残 念 な が ら 、 多 く の 管 轄 区 域 で は 、 民 間 人 が この 優れ た 
武器 を 所 持 す る こと は 禁止 され て いま す 。 


同様 の 武器 に スプ リン グ ビ リ ー が あり 、 こ れ は 「 ス チー ルウ ィ ッ プ 」、「 ス ナッ パー コッ シュ 」 、 ま た は 「 キ ヨガ 」 
(人 気 の あ る バー ジョ ン が 販売 され て いた ブラ ンド 名 ) と 呼ば れる こと も あり ます 。 こ れ ら も 伸縮 式 で 、 硬 い チ ュー ブ で 

は な く 、 厚 < しっかり と 巻 か れ た スプ リン グ ス チ ー ル の コイ ル で 作ら れ て いま す 。 

それ ら は 通常 か な り 短く 、 完 全 に 伸ばす と 約 16 イ ンチ で す 。 痛 いみ みず 腫れ が 残り ます が 、 
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骨 を 折っ た り 、 人 を 殺し た りす る こと は あり ませ ん (第 一 次 世界 大 戦 の 斬 載 戦 で 使用 され た 悪名 高い スプ リン グ コ ッシュ と は 異な り ます )。 


クラ ブ 型 懐中 電灯 : 


アル ミ 製 の マル チ セ ル 懐 中 電灯 (マグ ライ ト 、 ケ ル ラ イト 、 ス トリ ー ム ライ ト な ど ) は 、 警 官 が 警棒 の 代わ り に よく 使用 し ます 。 最 高 品質 の 木製 警棒 
と 違っ て 梶 棒 型 懐中 電灯 は 、( 正 し く 使用 すれ ば ) 大 き な 損傷 を 与え る こと な く コ ンク リー トブ ロッ ク を 粉々 に 砕く こと が で きま す ., 梶 棒 型 懐中 電灯 
は 警棒 より も 効果 的 で 便利 な だ け で な く 、 合 法 で も あり ます 。 


マル チ セ ル 懐 中 電灯 は 「C」 ま た は 「D」 幅 で 提供 され て お り 、28 個 の 電池 を 収納 で きま す 。「C」 幅 は ほとん どの 人 の 手 に 最も フィ ッ ト し .、5 個 また 
は 6 個 の 電池 を 収納 で きる も の が ほとん どの 警察 官 に 好ま れ て いま す 。 


懐中 電灯 を あま り 目 立た せ た く な い 場 合 は 、 容 量 の 小さ いも の (2 個 また は 3 個 セ ル ) を 購入 し 、 黒 以外 の 色 を 選ぶ こと も で きま す 。 懐 中 電灯 は 、 ジ 
ャ ケッ ト の 下 の 後 ろ っ ポ ケッ ト に 入れ た り 、 ベ ルト リン グ に ぶら 下げ た り 、 手 に 持っ て 持ち 運ん だ り で きま す 。 


鎖骨 、 肘 手首 膝 は 、 こ の 武器 の 最高 の 標的 で す 。 背 中 を 打 て ば 脊椎 が 砕け 、 頭 を 打 て ば 簡単 に 死に 至る 可能 性 が あり ます 。「 最 大 強度 」 バ ッ テ リ 
ー を 使用 する と 、 懐 中 電灯 の 質量 が 大 幅 に 増加 し ます 。 最 後に 最大 強度 セル を 1 つま た は 2 つ 使 用 する だ け で 、 ス イン グ に パワ ー が 加わ り ま す 。 


スタ ン ガ ン に は 、 警 棒 、 手 袋 、 ダ ー ツ を 発射 する 「 テ ー ザ ー 銃 」 な ど 、 さ ま ざ ま な サイ ズ と タイ プ が あり ます が 、 最 も 一 般 的 に 携帯 され て いる タイ プ 
は 、 ボ タン を 押す と 火花 が 出る 一 対 の 突起 が 片方 の 端 に 付い た 細長 い プ ラス チッ ク の 箱 の よう な 形 を し て いま す 。 こ れ ら は 一 般 的 に 自己 防衛 用 に 販 
売 さ れ て いま す 。 


スタ ン ガ ン を 撃つ と 、 意 識 を 失っ た 男性 が 床 に 倒れ る と 言わ れ て いま す 。 こ れ は 滅多 に 起こ り ま せん 。 
本 当 に 効果 を 発揮 する に は 、 攻 撃 者 の 体 に 押し 当て て 数 秒間 その 位置 に 保持 する 必要 が あり ます 。 こ れ は 、 攻 撃 者 と 格闘 し た り 組み 合っ た りす る 必 
要 が ある た め 、 言 うほ と 簡単 で は あり ませ ん 。 


1 秒 以下 の 素早 い シ ョ ッ ク で は 何 も 得 ら れ ま せん 。 少 し チク チク する 程度 で 、 顔 、 喉 脇の下 、 股 間 に シ ョ ッ ク を 与え な い 限 り 、 本 当 に 痛い と いう こと 

は あり ませ ん 。 ど れ だ け 上 手 に 使っ て も 、 ス タン ガン は 、 決 意 を 固め た 相手 や 、 酔 っ た り 狂 乱 し た り し て 痛み に 無敵 に な っ た 相手 を 思い と ど ま ら せる 
こと は で きま せん 。 ス タン ガン は 、 手 錠 を か けた 容疑 者 か ら 自 白 を 引き 出す た め に 、 悪 徳 な 尋問 官 に よっ て 最も 頻繁 に 使用 され ます 。 な ぜ な ら 数 

秒間 その 場 に 留め て お か な いと 効果 が な く 、 小 さ な 赤い 火傷 が 2 つ 残 る だ け だ か ら で す (これ が 、 約 12 の 州 が 法 執行 官 に よる スタ ン ガ ン の 所 持 を 禁 
止 し て いる 理由 で す )。 ス タン ガン は 拉 間 者 や 強姦 犯 の 道具 で あり 、8 い 被害 者 に し か 効果 が あり ませ ん 。 こ れ が 、 広 く 禁 止 さ れ て いる 理由 で す 。 ス タ 

ン ガ ン は 、 偽 り の 安心 感 を 与え る だ け で 、 危 険 で す 。 こ の よう な ば か げた お も ちゃ に お 金 を 無駄 に し な いで くだ さい 
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忍者 の クソ 


忍術 は 戦士 た ち に 、 ス テル ス 、 即 席 武器 、 自 己 催眠 に つい て 多く の こと を 教え る こと が で きま す 。 こ の 技術 の 達人 は 、 政 府 に よっ て 特殊 
作戦 司令 部 の 教官 と し て 雇用 され て お り 、 そ の デル タフ ォ ー ス と SEAL チー ム は 、 エ リー ト 法 執行 部 隊 (FBI 人 質 救出 チー ム 、DEA の 秘密 
研究 所 執行 チー ム 、 多 く の 首 都 警察 署 の SWAT チー ム な ど ) を 指導 し て いま す 。 


し か し .、 忍 者 を 自称 する 人 々 の 大 多数 は 、 一 様 に 「 忍 者 マニ ア 」 に 分 類 で きま す . 典 型 的 な 忍者 マニ ア は 、 深 刻 な 精神 病 を 患っ て お り 現実 と の 接触 
が 限ら れ て お り 、 常 に 社会 の 追放 者 で す 。 彼 ら は 、 格 闘技 雑誌 や アク ショ ン ア ド ベ ンチ ャ ー 映 画 を 通じ て 「 ス キル 」 を 習得 し て いま す 。 彼 ら は 、 「 透 
明 化 の 秘密 」 や 「 死 の 接触 」 の テク ニッ ク を 公開 する と 称す る 本 (通常 は 信義 性 が 疑わ し い ) を 購入 し て いる 可能 性 が あり ます 。 忍 者 マニ 
ア は 、 常 に 衣装 (通常 は 通信 販売 で 購入 し た ポリ エス テル 製 の 忍者 服 、 ま た は マス ク と 手袋 付き の 黒い ジャ ンプ スー ツ ) を クロ ー ゼ ッ 

ト に 掛け て お り 、 全 身 黒 ずく めで 街 を 歩い て いる こと が よく あり ます 。 


本 格 的 な 武術 家 の 中 に は 、 こ れ ら の アイ テム の 1 つ を 潜在 的 な 「 バ ッ ク ア ッ プ , 臣 器 と し て 選択 する 人 も いま す が 、 忍 者 マニ ア は 、 ほ と ん 
どの 場合 、( 短 力 や 短剣 に 加え て ) こ れ ら だ け に 依存 し 、 通 常 、 常 に 数 本 を 隠し 持っ て いま す 。 典 型 的 な 忍者 マニ ア は 精神 異常 の 敗者 で 

す が 、 武 器 の 練習 を 徹底 的 に 行っ て お り 、 常 に 殺意 を 持っ て 攻撃 する こと に 注意 し て くだ さい (た だ し 、 そ の 能力 に 自信 過剰 に な っ て いる 可 
能 性 が あり ます ) 。 


手 婁 剣 ・ 


手裏剣 は 、、 シ ェ イ クン と も 呼ば れ 、 さ ま ざ ま な 形 や 大 き さ の も の が あり ます 通常 、 直 径 は 3 4 イン チ で 、 先 端 は 3 て 8 個 あ り 通常 は 薄く 、 丸 
が 立た な い 質 の 悪い 金属 で で き て いま す 。 よ り 質 の 良い 手裏剣 も あり 、 重 い 鋼 鉄 で 作ら れ 、 刃 が 立っ て いま す が 、 か な り 高 価 で 、 通 常 1 個 あ た り 
20 ドル 以上 し ます 。 


手裏剣 に 似 た 武器 に は 、 リ ング 状 の チャ クラ ム 、 長 方 形 の 銅 鉄製 の 「 手 裏 剣 」、 中 国 の 房 付き ダー ツ 、 一 般 的 な ひれ 
付き ダー ツ 、 さ ま ざ ま な 斬新 な 武器 (お どけ た 「 バ ッ ト マ ン 」 の 星 な ど ) な ど が あり ます 。 


手裏剣 や その 他 の 小型 の 隠し ミサ イル 兵器 は 、 通 常 、3 個 以 上 を 東 に し て 持ち 歩き 、 ベ ルト に 取り 付け た り 、 ポ ケッ ト 
に 入れ た り 、 衣 服 の 内 側 に 縫い 付け た り で きる 特別 な が ポー チ に 入れ ます 。 ポ ー チ を 使用 し な いと 、 ひ っ か か っ た り 、 
ポケ ッ ト の 裏地 を 破っ た り し ます 。 取 り 外 し 可能 な 手裏剣 が ベル ト の バッ クル に 取り 付け られ て いる こと も あり 

ます 。 小 さ な 鈍い 手裏剣 は 、 ペ ンダ ント と し て 身 に 着け た り 、 キ ー ホ ル ダ ー に 取り 付け た りす る こと も で きま す 

が 、 ミ サイ ル 兵 器 と し て は 役に立ち ませ ん 。 


スタ ー は 、 約 30 フ ィ ー ト まで 非常 に 正確 に さま ざま な 方 法 で 投げ る こと が で きま す が 、 熟 練 す る に は 数 週間 の 練習 

が 必要 で す 。 必 要 に 応じ て 、 一 握り の スタ ー を 同時 に 飛ば すこ と も で きま す (精度 は 大 幅 に 低下 し ます ) 。 ス タ 

ー は 貫通 力 が 低い 傾向 が あり 、 深 刻 な 傷害 を 引き 起こ す 可 能 性 は 低い で す 。 ス ター の 主 な 目的 は 、 追 跡 を 阻止 し た り 、 敵 か 
ら の 嫌がら せ を する こと で す 。 
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距離 。 毒 ペー スト を より よく 保持 する た め に 先端 に 沿っ て 溝 を 削る 意地 悪 な 人 も いる こと が 知ら れ て いま す が 、 そ うす る と 輸送 が 極め て 危険 に な り ま 
す 。 


格闘 範 団 で は 、 質 の 悪い 星 で も 手 に 掴ん で 露出 し た 肉 を 引っ 失 い た り 、 骨 に 打ち 込ん だ りす る こと が で きま す が 、4 点 以上 の 星 を 安全 に し っ か 
り と 握る こと は 困難 で す 。 


通常 手裏剣 は 質 の 悪い 武器 で あり 、 ほ と ん どど こ に で も 持ち 歩く こと は 違法 で す 。 
ハリ ウッ ド は 、 そ の 効果 を 過大 評価 し て いま す 。 お 勧め で きま せん 。 


ギャ ロッ ト : 


絞 首 縄 は 通常 、 フ イヤ ー、 ケ ー ブ ル 、 ま た は 結び 目 の あ る 紐 の 長 さ で 、 両 端 に 小さ な グ リップ (通常 は リン グ 、 ル ー プ 、 ま た は ペグ で す が 、 フ ル サ イ ズ 
の ハン ドル が 時 々 見 られ ます ) が 付い て いま す .。 絞 首 縄 は 主 に 、 背 後 か ら 絞 め て 暗殺 する た め に 使用 され ます (た だ し 、 ピ アノ 線 や 罠 猟師 の 

ワイ ヤー の 細い 部 分 は 、 チ ー ズ スラ イサ ー の よう に 喉 を 切り 裂く こと が で きま す )。 通 常 、 防 御用 の 武器 と は 考え られ て いま せん が 、 ブ ロッ ク 、 諾 、 ロ ッ ク 
に も 使用 で きま す 。 以 前 は 、 ス パイ や パル チ ザ ン が 歩 哨 を 静か に 排除 する た め に 使用 され て いま し た 。 通 常 ナ イフ より も きれ いで 、 ク ロス ボウ や 
消音 銃 より も は る か に 入手 し や すい で す 。 


絞 首 縄 は 通常 単に ポケ ッ ト に 放り 込む だ け だ が 、 ウ エス トバ ンド 、 ズ ボン の 裾 、 袖 、 ま た は 中 が 空洞 の 腕時計 の 中 に 隠す こと も で きる 。 ワ イヤ ー ソ ー、 ギ ター の 弦 、 靴 ひも 、 ネ クタ 

イ 、 細 い ベ ルト は すべ て 絞 首 縄 の よう に 使用 で きる 。 タ ギー スカ ー フ (イン ド 最 大 の 殺人 強盗 宗派 の 1 つが 伝統 的 に 使用 し て いる 武器 ) に は 重み が 付い て お り 最初 の 奇 上 攻 撃 
で は 、 片 手 で 犠牲 者 の 首 に 巻き 付け られ る よう に な っ て いる 。 絞 首 縄 は 、 待 ち 伏せ し て 攻撃 する 攻撃 者 で な い 限り 、 武 器 と し て は 役に立た な い 。 絞 首 縄 を 使っ た 攻撃 方 法 は 6 種類 
ほど ある が 、 最 も 効率 的 な の は 、 ま ず ワ イヤ ー を 標的 の 首 に 滑り 込ま せ 、 次 に 瞬時 に 向き を 変え (その 過程 で ワイ ヤー を 輪 に し て 締め る )、 標 的 と 背中 合わ せ に な り 、 次 に 急 に 前 に か 
が む (最小 限 の 労力 で 標的 を 足 か ら 引き ずり 下ろ す ) と いう も の で ある 。 . . これ が 正しく 実行 され れ ば 、 防 御 策 は な い 。 人 を 絞殺 する の は 、 最 も 残忍 な 殺害 方 法 の 1 つ で す 。 意 
識 を 失わ せる に は 1 分 以上 か か り 、 娘 怖 に え た 犠牲 者 は 必死 に 抵抗 し ます 。 こ れ は 、 両 方 の 行為 者 の 尊厳 を 奪う 、 お ぞ ま し い 武 器 で す 。 絞 首 縄 は 、 最 後 の 手 段 と し 

て 即席 で 作ら れ た 武器 で す 。 


ヌン チャ ク : 


ヌン チャ ク (「 ナ ムチ ャ ッ ク 」 ま た は 「 チ ャ ッ カ ステ ィ ッ ク 」 と 呼ば れる こと が 多い ) は 、 通 常 、 コ ー ド 、 チ ェ ー ン 、 ま た は ケー ブル で つなが れ た 2 本 の 
短い 棒 で 構成 され て いま す 。 棒 の 長 さ は 通常 12 イン チ ま た は 14 イン チ で 木製 で す (金属 アクリル 、 ゴ ム 製 の 棒 が 使用 され る こと も あり ます )。 通 
常 は 丸い 軸 で す が 、 八 角形 や 四角 形 の 場合 も あり ます 。 角 が ある た め 、 春 傷 を 起こ す 可 能 性 が は る か に 高く な り ま す 。 軸 に 鉄 が 付い て いる 場 

合 も あり ます が 、 こ れ も 怪 我 の 原因 と な る 可能 性 が 高く な り ま す 。 ヌ ンチ ャ ク は 伝統 的 な 武術 の 武器 で あり 、 さ ま ざ ま な 場所 で 市 販 さ れ て いま す 。 ま 
た 、 ガ レー ジ の 作業 場 で 作る の も 非常 に 簡単 で す 。 


ヌン チャ ク の 現代 版 の 一 つ は 長い 棒 (通常 は アル ミニ ウム 製 ) で 構成 され て いる 。 
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これ を 特定 の 方 法 で ひね る と 、 短 い ケ ー ブ ル で つなが れ た ヌン チャ ク の セッ ト に 引き 離す こと が で きま す 。 こ の 武器 は 「Hide-a- 
Chuck」 と し て 販売 され て いま す が 、 身 に 隠す こと は ほとん と 不可 能 で 、 素 早く 滑ら か な 動き に は 扱い に くい で す 。 別 の 現代 版 は 、 チ 
ェ ー ン で つなが れ た 折り た た み 可 能 な アル ミ 棒 (伸縮 警棒 に 似 て いま す が 、 職 人 の 技 が 劣っ て いま す ) で 構成 され て いま す 。 武 器 は 
振り 回 す と 伸び ます が 、 通 常 、 所 定 の 位置 に 固定 する 機能 は 備え て いま せん 。 持 ち 運 び を 容易 に する た め に 、 ベ ルト シー ス が 付属 し 
て いま す 。 こ れ ら の 茶番 劇 は 両方 と も 「 新 奇 な 武器 」 の カテ ゴリ に 分 類 さ れ ま す が 、 無 知 な 不良 の 中 に は 、 友 人 に 感銘 を 与え た り 敵 を 
威 跡 し た りす る た め に 持ち 歩く 人 も いま す 。 


また 、「 ミ ニチ ャ ッ ク 」 と 呼ば れる も の も 言及 する 価値 が あり ます 。 こ れ は 基本 的 に 、 伝 統 的 な ヌン チャ ク の バリ エー ショ ン で す (た 
だ し 、「Hide-a-Chuck」 バ ー ジ ョ ン も あり ます )。 ロ ッ ド が 短く (通常 8 イン チ )、 チ ェ ー ン が 長く な っ て いま す 。 こ れ ら の 厄介 な 武器 
は 、 主 に 身 に 隠 す た め に 設計 され て いま す 。 伝 統 的 な ヌン チャ ク の よう に ひっ くり 返し た り 転がし た り で き な い た め 、 格 闘技 に は 役 立 
ち ま せ ん が 、 誰 か を 殴る に は 適し て いま す 。 射 程 が 短い た め 、 背 後 か ら 誰 か を 殴る の に 最適 で す 。 自 己 防衛 に 使用 する こと も で きま 
す が 、 は る か に 優れ た 選択 肢 が あり ます 。 


ヌン チャ ク は 70 年 代 の ブル ー ス ・ リ ー 映 画 で 有名 に な り 、 す ぐに 武術 を 学ぶ 人 や 武術 志望 者 の 間 で 人 気 を 博 し まし た 。 象 的 な 振り 
回 し が で き 、 時 速 100 マイ ル を 超え る スピ ー ド で 簡単 に 振り 回 すこ と が で きま す 。 し か し 、 習 得 が 難し い 武 器 で あり 、 多 く の 初 心 者 が 
怪我 を し て いま す 。 ヌ ンチ ャ ク は 、 単 に 誰か を 殴る と き に 使用 する の が 最適 で す 。 中 央 が 柔軟 な た め 、 硬 い 棒 より も は る か に 致命 的 

で あり 、 素 人 で も 骨 を 折る こと が で きま す (最小 限 の 労力 で )。 輸 も あり ます が 、 通 常 は 後ろ の ポケ ッ ト に 入れ た り 、 ベ ルト に 押し 込ん だ 
り し ます 。 ギ ャ ング の メン バー や スト リー ト パン ク の お 気に入り の 武器 で あり 、 路 上 で よく 見 か け ま す 。 ヌ ンチ ャ ク の セッ ト を 所 有 す 
る こと は 合法 か も し れ ま せん が (一 部 の 州 で は 、 所 有 を 認定 され た 武術 を 学ぶ 人 に 限定 し た り 、 完 全 に 禁止 し た り し て いま す 

が )、 そ れ を 体 に 隠し て 持ち 歩く こと は ほぼ どこ で も 犯罪 で す 。 


ファ イ テ ィ ング チェ ー ン : 


本 物 の 格闘 用 鎖 に は 、 万 力 鎖 (時 に は 万 力 鎖 と 綴 ら れ 、 ま た は 「 万 力 」 と 呼ば れる ) と 鎖 前 義 が あり ます が 、 よ り 不 明瞭 な バリ エー シ 
ョ ン も 存在 し ます 。 通 常 、 鎖 は 、 両 端 に 金属 の 重り が 付い た 長い 鎖 (通常 は 約 2 フィ ー ト の 長 さ ) で 構成 され て いま す 。 


万 力 鎖 の 重り は 円 筒 形 の 柄 の よう に 見 えま す が 、 鎖 神 の 重り は 多面 体 の 球 の よう に 見 えま す 。 ど ちら も 武道 用 品 店 で 広く 販売 され 
て お り 通常 は クロ ム メ ッ キ また は 黒色 に 塗ら れ て いま す 。 


熟練 し た 使用 者 の 手 に か か れ ば 、 フ ァ イ テ ィング チェ ー ン は さま ざま な 方 法 で 振り 回 すこ と が で き 、 殴 打 、 絞 め 殺 し 、 妨 害 、 ま た は 

縛り 付け に 使用 で きま す 。 ス トリ ー ト パン ク の 手 に か か れ ば 、 主 に 誰か を 殴打 する た め に 使用 され ます 。 金 属 の 重り を 高速 で 振り 
回 す と 、 骨 を 簡単 に 折る こと が で きま す 。 柔 軟 性 の ある 武器 は どれ も 効果 的 に 使用 する に は 練習 が 必要 で あり 、 う っ か り 人 怪我 を し て 
し まう こと が よく あり ます 。 ア クシ ョ ン 映 画 の 登場 人 物 の よう に 、 手 に チェ ー ン を 巻き 付け て 即席 の 金属 ナッ クル と し て 使用 する こ 

と は 絶対 に し な いで くだ さい 。 そ の よう な 愚か な 行為 は 、 衝 撃 で 指 の 骨 を 粉砕 する こと が ほぼ 確実 で す (固体 の 金属 ナッ クル と は 異 
な り 、 チ ェ ー ン の リン ク は 可動 式 で す )。 


格闘 技 の 鎖 に 似 た も の に 、 武 術 家 が 使用 する 銅 鉄 の 鞭 が あり ます 。 こ れ は 金属 の 
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リン ク で つなが れ た 棒 は 身 に まとう こと が で きま す が 、 こ の 武器 の 重 さ と 、 そ れ を 効果 的 に 使う の に 必要 な スキ ル を 考え る と 、 遭 遇 する 
可能 性 は 低い で し ょ う 。 映 画 「 ド ラゴン 」 に 見 られ る よう に 、 小 さ な ハ ンド ル に 取り 付け られ た 長い 細い 鎖 は 、 主 に 鞭打ち に 使用 され る 
無名 の カン フー 武器 で す 。 市 販 さ れ て いま せん が 、 簡 単に 作る こと が で きま す 。 


スト リー ト フ ァ イ タ ー は 、 重 い チ ェ ー ン を ポケ ッ ト に 入れ て 持ち 歩い た り 、 装 飾 用 の ベル ト と し て 着用 し た り 、 ジ ャ ケッ ト 
の 肩 章 に ぶら 下げ た り し ます 。 こ の 武器 は 、 簡 単に 「 コ スチ ュー ム 」 に 組み 込め る た め 、 特 に パン クロ ッ カ ー や メタ ル 
ファ ン の 間 で 人 気 が あ り ま す 。 


ファ イ テ ィ ング チェ ー ン は 法律 で 明確 に 禁止 され る こと は ほとん ど あ り ま せん が 、 武 器 と し て 特別 に 設計 され て お り 、 正 当 な 実用 的 用 途 
が な いた め 、 間 違い な く 「 危 険 な 道具 」 と 見 な され ます 。 た だ し 、 南 京 錠 が 取り 付け られ た 自転 車 用 セキ ュ リ ティ チェ ー ン の 所 持 は 合法 で 
す (も ちろ ん 、 そ の と き 息 転 車 に 乗っ て いる 場合 )。 


爪 : 


爪 型 の 武器 に は いく つか の 種類 が ある こと が 知ら れ て いま す が 、 珍 し い 武器 に 関す る 本 以外 で は あま り 見 か け ま せん 。 最 も よく 知ら れ て いる 
爪 は 、 テ カギ と バグ ナク の 2 つ で す 。 


手 釣 は 「 忍 者 の 登り 忠 」、 と し て よく 知ら れ て いま す 。 登 り 爪 に は いく つか の デザ イン が あり ます が 、 市 販 さ れ て いる の は 、 手 の ひら を 水 
平 に 横切る 鋼鉄 の 棒 か ら 4 つの 短い 湾曲 し た 先端 が 突き 出 て いて 、 ナ イロ ン スト ラッ プ で 固定 され て いる も の だ け で す 。 こ れ ら 

は ペア で 販売 され て いま す が 、 通 常 は 1 つの 爪 だ け を ポケ ッ ト に 入れ て 、 必 要 な と きま で 保管 し ます 。 市 販 の バー ジョ ン は 人 を 傷つけ 
る こと が で きま す が 、 安 っ ぽく 、 登 る の に は あま り 適 し て いま せん 。 実 際 の 攻撃 用 武器 と いう より は 抑止 力 で す 。 痛 み を 伴う 裂傷 を 
与え て ギザ ギザ の 傷跡 を 残す こと は で きま す が 、 喉 を 裂 か な い 限 り 殺 すこ と は で きま せん 。 誤 っ た 考え を 持つ 人 の 中 に は 、 指 の 関節 に 
フィ ッ ト す る よう に 改造 し た 人 も いま す が 、 こ れ は 武器 の 効果 を 低下 させ 、 指 を 折る 機会 を 十分 に 与え て し まい ます 。 伝 統 的 な 手 釣 は 
は る か に 頑丈 で 、 剣 の 攻撃 を ブロ ッ ク す る た め に 使用 で きる 垂直 の バー が 組み 込ま れ て いま す (市 販 バ ー ジ ョ ン で は 、 こ の バー は ナ 
イロ ン スト ラッ プ に な り ま す )。 


バグ ナク は 、19 世紀 イン ド の 多く の 盗賊 の 一 派 が 好 ん で 使っ て いた 武器 で す 。 バ グ ナ ク は 、 両 端 に 輪 が あり 、 全 長 に わた っ て 湾曲 し た 爪 の よ 
うな 突起 が ある 鉄 の 棒 で で き て いま す 。 棒 を 握り 、 爪 が 握り 拳 の 指 の 間 か ら 伸 びる よう に し ます 。 バ グ ナ ク は 喉 を 引き 像 き 、 内 臓 を えぐ 

り 出す よう に 作ら れ て お り 、 盗 賊 の 標的 が 、 か つて イン ド の 荒野 を 自由 に 歩き 回 っ て いた 多く の トラ の 1 頭 に 襲わ れ た か の よう に 見 せ か け ま 
す 。 


バグ ナク は 商業 ルー ト で は 入手 で きま せん が 、 基 本 的 な 金属 加工 技術 が あれ ば 誰 で も 簡単 に 作る こと が で きま す 。 同 様 の 武器 
は 、 木 製 の 拳 に 数 本 の 釘 を 打ち 込む こと で 製造 され て いま す 。 


ニュ ー ヨ ー ク の Axl と いう 男 が JI の よう な デザ イン の シュ ー ル な ジュ エリ ー の ライ ン を 発売 し て いる 。 彼 の 

「Protector」 シ リー ズ の シル バー リン グ に は 、 指 の 長 さ に 沿っ て 爪 の よう な 突起 が あり 、 手 を 握り し め る と それ が 見 える 。 炊 
点 は 人工 眼球 が 組み 込ま れ て いる こと が 多く (派手 すぎ る ) 価格 が 500 ドル 程度 で ある こと だ 。 こ の リン グ は 、 購 入 で きる バイ カ 
ー や ミュ ー ジ シャ ン の 間 で 人 気 が あ る と 言わ れ て いる 。 同 様 の リン グ シリ ー ズ に は 、 秒 の 頭蓋 骨 の デザ イン が あり 、 よ り 小型 で 、 は 
る か に 手頃 な 価格 で ある (大 量 生産 され て いる )。 


Machine Translated by Google 


彼 は 手作り で は な く 、 生 産 し て いま す 。 ま た 、 爪 の よう な 指先 の アタ ッ チ メン ト の セッ ト も 作っ て いま す 。 
さま ざま な 悪徳 な 人 々 が 、Axl 氏 の デザ イン に 似 た 低 品質 の ピュ ー タ ー 鋳 造 品 を 大 量 生産 し 時 に は 「 指 負 」 と し て 販売 し て いま す 。 銀 と は 異な り 、 
ピュ ー タ ー は 適切 な 肉 切り 器具 に 研ぐ こと は で きま せん 。 


目 く ら まし の 粉 : 


敵 の 顔 に 目 く ら まし の 化合 物 を 投げ た り 、 吹 き 付 けた り 、 吹 き 付 けた りす る こと は 、 忍 術 や カリ の 使い 手 が 好 ん で 使う 戦術 で す 。 目 くら まし の 化合 
物 に は 、 迷 惑 な 気 を そら す も の か ら 永久 的 な 失明 を 引き 起こ す 腐 食性 物質 、 死 を 含む さま ざま な 反応 (麻痺 、 皆 迷 、 意 識 喪 失 、 紀 覚 、 吐 き 
気 水ぶくれ な ど ) を 引き 起こ す 毒 性 物質 まで 、 さ ま ざ ま な も の が あり ます 。 


投与 方 法 に は 、 腕 を 振り 回 し て 中 空 の チュ ー ブ の 粉末 を 空 に する 、 腕 を 振り 回 し て 開い た 袋 の 粉末 を 空 に する 、 粉 末 が 詰まっ た 卵 の 殻 を 標的 に 
投げ る 、 中 空 の チュ ー ブ か ら 顔 に 粉末 を 吹き か ける 、 手 袋 を は め た 手 か ら 粉 末 を 投げ る 、 上 か ら 粉 末 を 投げ る 、 エ アゾ ー ル 缶 か ら 粉 末 を 

噴 到 する 、 何 ら か の 恐ろし い 装置 か ら 粉 末 を 噴射 する な ど が あり ます 。 た だ し 、 ほ と ん どの 場合 (特に コシ ョ ウ の よう な 無毒 の 物質 の 場合 )、 粉 
未 は 素手 か ら 単 に 投げ られ ます 。 


一 般 的 な 目 く ら まし 用 の 粉末 に は 、 カ イエ ン ペ ッ パ ー、 ワ サビ 粉 、 黒 コシ ョ ウ 、 塩 ミョウバン 、 グ リッ ター、 鉄 粉 、 お が くず 、 グ ラフ ァ イ ト 、 灰 、 研 磨 剤 、 
砂 、 砂 利 、BB 弾 、 す り ガ ラス 排水 管 洗浄 剤 な ど 、 次 の いずれ か 、 ま た は それ ら の 組み 合わ せ が 含 まれ ます 。 た だ し 、 さ ら に 危険 な 化合 物 (LSD-25、 
粉末 硫酸 、 ダ イオ キシ ン 、 プ ルト ニウム の 粉塵 、 炭 痕 菌 の 胞子 な ど ) が 過去 に 使用 され て いた こと が 知ら れ て いま す (た だ し 、 こ の よう な 非 

常に 有毒 な 物質 を 安全 に 使用 する に は 、 専 用 の 容器 と 防護 服 が 必要 で す ) 。 


目 く ら まし の 粉 は 、 で きる だ け シ ンプ ル で 使い や すい も の に すべ き で す 水槽 の 砂利 を 一 掴み 、 ま た は カイ エン ペッ パー の 小袋 を ポケ ッ ト に 入 
れ て お け ば 、 合 法 で ある だ け で な く 効 果 的 で す 。 逃 亡 が 主 な 目的 で あれ ば 、 一 時 的 な 失明 で も 永久 的 な 失明 と 同等 の 効果 が あり 、 復 讐 や 法 的 措置 の 
リス ク が 大 幅 に 軽減 され ます 。 さ ら に 、 う っ か り 自 分 自身 も 汚染 し て し まう 可能 性 が あり ます 。 


靴 の 武器 : 


靴 武 器 と は 、 靴 や ブー ツ の 中 に 隠 され た り 、 取 り 付 けら れ た りす る 武器 で す 。 最 も よく 見 られ る の は 、 長 潜 の シャ フト (内 側 ま た 

は 外側 ) に 縫い 付け られ た 朝 に 収め られ た ナイ フ で す 。 次 に 多い の は 、 イ ン ソ ー ル の 下 に 隠さ れ た 柔軟 な 刃 、 ま た は くり 抜か れ た か か 
と に 隠さ れ た 小型 ナイ フ (ロッ ク ブ レー ド ま た は 「 サ ムダ ガー」 ) で す 。 つ ま 先 に リベット 留め され 、 蹴 り に 使わ れる 小さ な 刃 は め っ 
た に 見 られ ませ ん 。 つ ま 先 が ス チー ル 製 の ブー ツ の つま 先 に は 、 短 い ス パイ ク が 取り 付け られ て いる こと も あり ます 。 


失っ た 拍車 は 、 特 定 の 蹴り 方 で 切れ る が 一般 的 に は あま り 和 効果 的 で は な い 。 金 属 製 の スパ イク は 、 踏 みつ けら れ た 相手 に 複数 の 穴 を 開け る 可 


能 性 が ある 。 め っ た に 見 られ な い の が 「 ヒ ー ル ガン 」 で 、 こ れ は 、 か か と の 後ろ を 壁 、 床 、 歩 道 な どの 硬い 表面 に ぶつ ける と 、 か か と の 前 部 
の 銃口 か ら .22 LR カー トリ ッ ジ を 発射 する 。 こ うし た 武器 の ほとん ど は 、 効 果 の な い 珍し い ア イ テ ム に すぎ な い 。 


スト リー ト ガ ンズ 
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犯罪 者 は 、 住 居 侵 入 、 車 両 侵 人 、 ま た は 闇市 場 の ディ ー ラ ー か ら 法 外 な 値段 で 購入 する こと で 高 品質 の 拳銃 を 手 に 入れ る こと が で きま す が 、 そ れ ら 
は 通常 、 日 常 的 に 持ち 歩く の で は な く 、 安 全 な 場所 に 隠し て 保管 され て いる 非常 に 貴重 な 宝物 で す (た だ し 、 ギ ャ ング の リー ダー 、 執 行者. お よび 
何 も 知 ら な い 愚 か 者 の 中 に は 例外 が あり ます ) 。 


一 般 的 に 、 街 頭 犯罪 者 が 日 常 的 に 携帯 する 銃 は 、 安 価 で 簡単 に 捨て られ る 傾向 が ある 。 多 く の 場 MPN ャ ング の 場 
合 ) 、 銃 は 身 に 隠し て は お ら ず 、 む し ろ 彼 ら が うろ つい て いる 場所 の 近 < 人 還 きれ CS その た 警察 に 突き 出さ れ て 捜査 を 受け た 場合 で も 、 あ 
る 程度 の 「 否 認 の 余地 」 が ある 。 


隠れ 家 の 銃 : 


自称 武器 の 専門 家 か ら は 「 役 に 立た な い 」 と か 「 役 に 立た な い 銃 」 と し て 軽視 され る こと が 多い デリ ンジ ャ ー、 マ イク ロリ ボル バー、 小 型 自 
動 拳 銃 な ど は 、 合 法 的 に 携帯 すれ ば 自己 防衛 に は 有効 で す 。 


これ ら の 小型 の 銃 は 、 ポ ケッ ト に 入れ た り 、 ブ ー ツ に 忍ばせ た り 、 首 に スト ラッ プ で 付け た りす る こと が で きま す 。 ダ ブル ア 
クシ ョ ン の .22 デリ ンジ ャ ー は 、 特 別に 設計 され た 札入れ に 隠し て 、 そ こ か ら 発射 する こと が で きま す 。 デ リン ジャ ー 

と マイ クロ リボ ル バ ー は 、 特 別 な が ベル ト バッ クル に 留め る こと が で きま す 。 

小型 拳銃 は 、 ベ ルト に クリ ッ プ 留 めし た 偽 の ポケ ベル の 中 に 隠し た り 、 帽 子 の 裏地 や ジョ ックス トラ ッ プ に 縫い 付け た 隠し ホル スタ ー に 入れ て 身 

に 着け た り で きま す 。 ガ ー タ ー の 下 に 忍ばせ る こと も あり ます 。 ジ ャ ケッ ト の ポケ ッ ト や ハン ド バ ッ グ の コン パー トメ ント に その まま 入れ て お け ば 、 必 要 な と きま で 「 忘 
れ て 」 お け ま す 。r5 み に 設計 され た 隠し 装置 (足首 ポケッ ト 、 腹 帯 、 ま た は 「 ポ ッ プ アッ プ 」) の 助け を 借り れ ば 、 そ れ ら は 事実 上 見 えな く な り ます 。 日 常 の 携帯 

と 緊急 時 の 使用 の た め に 設計 され て いま す 。 


銃 は 効果 的 な 抑止 力 で あり 、 特 に 発砲 する と 確実 に 負傷 を 5 き 起 こし 、 場 合 に よっ て は 死に 至る 。 小 さ な 銃 で も 、 所 有 者 の 技術 や 器用 さ に 関係 な く 、 
離れ た 場所 か ら 負 傷 さ せ た り 殺し た り で きる こと を 知っ て いる た め 、 犯 罪 者 は 棒 や 刃物 より も この よう な 武器 に 対し て は る か に 敬意 を 払う 傾向 が 
ある 。 指 を 少し 動か す だ け で 、 ど ん な 人 間 で も 避け られ な い ほ ど 速 く 熱い 金属 が 空中 を 飛び 、 何 の 努力 も せ ず に 肉 を 切り 肌 き 、 血 を 流す こと が で 
きる 。 し か し .、 棒 や 刃物 は 、 効 果 を 発揮 する た め に は 技術 、 ス ピー ド 、 強 さ が 必 要 で あり 、 ブ ロッ ク し た り 、 か わし た り 、 取 り 上 げた りす る こと が で き 
る 。 


小型 拳銃 は 入手 し や すく 目立た な いよ うに 設計 され て いる 。 ... 精度 が 悪く 、 成 力 が 低く 、 撃 つの が 不快 な 場合 が 多い 。 執念 深い 攻撃 者 を 
即座 に 止め られ る と は 期待 で き な い が 標的 に 命中 すれ ば 傷 を 負わ せ 、 痛 み を 与え る 。 追跡 を 止め る の に 優れ て いる 。 .22 ショ ー ト また 

は .25 ACP の 「 カ ブ 」 自 動 射 撃 は 、 攻 撃 者 の 顔 に 素早 く 撃 ち 込 むこ と が で きる 。 あ る い は 追跡 を 阻止 する た め に フル クリ ッ プ を 空 に する こと も で き 
る 。 悪名 高い .25 ACP は 、 こ の 点 で は 手裏剣 を 一 握り 使う より は る か に 優れ て いる 。 阻止 力 を さら に 高め た い 場 合 は 、 デ リン ジャ ー を も っ と 

大 口径 に する こと も で きる 。 


安価 な シン グル アク ショ ン の スト ライ カー 式 「 ハ ンマ ー レ ス 」 オ ー ト マチ ッ ク (レイ ヴ ン .25ACP や ジェ ニン グ ス 「J-22」 な ど ) は 、 安 全 
上 の 理由 か ら 必 ず 空 の チャ ン バ ー で 携帯 し な けれ ば な ら ず 、 そ の 場合 、 即 時 の 有用 性 が 大 幅 に 低下 する 可能 性 が ある 。 


Machine Translated by Google 


弾丸 を 発射 する の は 、 た と え 安 全 装置 が オン で あっ て も 、 愚 か さ の 典型 で す 。 多 く の ギ ャ ング の メン バー が ポケ ッ ト か ら 安 物 の 自動 小銃 を 取 
り 出す 際 に 誤っ て 負傷 し て いま す 。 ワ ル サ ー、 シ ー キ ャ ンプ 、 ベ レッ タ 、 ア イ バ ー・ ジ ョ ン ソ ン は いずれ も 、 弾 丸 を 装填 し た 状態 で 安全 に 携帯 し 、 
すぐ に 使用 で きる 極小 の ダブ ル ア ク ショ ン ピ ス トル を 提供 し て いま す 。 


拳銃 を 隠し 持つ こと が 法 的 に 許可 され て いる 場合 (憲法 修正 第 2 条 で この 権利 は 保証 され て いま す が 、 多 く の 司 法 管轄 区 で は 法 を 遵守 する 市 民 
が 拳銃 を 隠し 持つ こと は 犯罪 と され て いま す ) 、 こ れ は 隠し 持つ 武器 と し て 選択 すべ きも の で す 。 


ソー ド オ フラ イフ ル と ショ ッ ト ガ ン : 


ソー ド オ フロ ング アー ムズ は 常に 犯罪 者 、 特 に 少年 犯罪 者 の 間 で 人 気 が あ っ た 。 
長 銃 は 拳銃 より も は る か に 簡単 に 入手 で き 、 弓 の こ を 30 分 ほど 使え ば 隠し 持て る 武器 に 変身 し ます 。 し か し 、 ほ と ん どの ソー ド オ フラ イフ ル や ショ ッ 
ト ガ ン は 重く て か さば る た め 、 断 熱性 の 高い 極寒 用 パー カー で な けれ ば 隠す こと が で きま せん 。 


これ ら の 武器 は 、 ほ と ん どの 場合 ジム バッ グ や バッ ク パ ッ ク に 入れ て 持ち 運ん だ り 、 車 の 中 に 放り 込ん だ り し ます 。 


街頭 犯罪 者 の 間 で 最も よく 見 られ る ソー ド オ フロ ング アー ム 銃 は 、 ブ レイ クア クシ ョ ン 式 シン グル バレ ル シ ョ ッ ト ガ ン (通常 は 12 ゲ ー ジ また 
は 20 ゲ ー ジ ) と ボル ト ア クシ ョ ン 式 .22 ラ イフ ル の 2 つ で す 。 


ブレ イク アク ショ ン 式 の シン グル バレ ル ショ ッ ト ガ ン は 、 全 長 が 1 フィ ー ト 未満 に 短縮 され る こと は ほとん ど な く 、 身 に 付け て 隠す こと は ほとん ど 
不可 能 で す 。 こ の 構成 で は 、 こ の 銃 は 「 ソ ー ド オフ 」 ま た は 「 ブ ー ヤ 」 と 呼ば れる こと が よく あり ます 。 


「 ヒ ルビ リー 決闘 用 ピス トル 」 は 、 ラ バ の よう に 激しく 反動 し ます 。 比 較 的 低 出力 の 20 ゲー ジ カー トリ ッ ジ で も 、 こ の よう な 武器 か ら 発 射す る 
と 、.44 マグ ナム の 約 2 倍 の 反動 が あり ます 。 ソ ー ド オフ ショ ッ ト ガ ン は 両手 で 発射 する 必要 が あり ます 。 理 想 的 に は 、 反 動 を さら に 吸収 する た め 
に 、 銃 身の上 に 支え と な る 手 を 置き ます 。 こ の よう な 武器 を 片手 で 発射 し 、 激 し い 反動 に 備え て いな いと 、 引 き 金 の 指 を 簡単 に 骨折 し た り 、 銃 身 で 頭 
を 打っ た りす る 可能 性 が あり ます 。 こ の よう な 武器 を 片手 で 発射 する こと は 可能 で す が 、 絶 対 に お 勧め で きま せん 。 


反動 が 強い た め 、 こ の 武器 を 素早 く 再 装填 する の は 困難 で 、 そ の た め 、 銃 撃 者 は 最初 の 発砲 後に 簡単 に 襲撃 され 、 武 装 解除 され る 可能 性 が あり 
ます 。 シ ョ ッ ト ガ ン の ハン マー が 露出 し て いる 場合 は (ほとん どの ショ ッ ト ガ ン が そう で す )、 ハ ンマ ー と 撃 針 の 間 に 手 を 無理 や り 押し 込む こと で 発砲 
を 阻止 で きま す (も ちろ ん 、 処 刑 され る 寸前 で 失う も の が 何 も な い 場 合 を 除き 、 こ れ は 決し て 試み る べき で は あり ませ ん )。 


ソー ド オ フ ショ ッ ト ガ ン は 、 散 弾 を 装填 し た 状態 で も (ほとん どの 散弾 が 装填 され て いま す )、 至 近 距 離 で 恐ろし い 傷 を 負わ せる こと が で き 、 
ほぼ 人 を ひっ くり 返す こと が で きま す 。5 フィ ー ト 離れ た と ころ で は 、 信 じ ら れ な い ほ と 広範 囲 に 散弾 を ば ら 撤 く こと が で きま す 。 し か し 、10 
フィ ー ト 離れ た と ころ で は 標的 に 6 発 の 散弾 を 当て る こと が で きれ ば 幸運 な 方 で 、15 フィ ー ト 離れ た と ころ で は 、 標 的 は お そら く 無 傷 で し ょ 
う 。 こ れ は 、 背 後 か ら 撃 つの に 最適 な 、 ひ どい 武器 で す 。 


散弾 を 装填 し た この 武器 は 、 文 字 通り 廊下 を 鉛 の 煙 で 満た すこ と が で きま す (た だ し .、 重 要 な 部 位 に 当たる 可能 性 は 低い で す ) 。 そ の た め 、 ボ ディ ア 
ー マ ー と 防弾 シー ルド は 必ず 必要 で す 。 ソ ー ド オフ ショ ッ ト ガ ン (お よび ネズ ミ 捕 り 用 の 即席 ショ ッ ト ガ ン ) は 、 
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多く の 場合 、「 銃 を 仕掛 けた 罠 」 と し て 使用 され 、 不 運 に も 仕掛 けら れ た ドア を 開け た 人 に 向かっ て 発砲 し ます ( 罠 が 仕掛 けら れ て い 
な いか 確認 する に は 鏡 を 使用 し て くだ さい )。 


ボル ト ア クシ ョ ン 式 の .22 ライ フル も 実弾 マガ ジン を 装備 し て いな い 限 り 、 単 発 武器 に な り ま す (アン ダー バレ ル の チュ ー ブ ラ ー マ 

ガ ジ ン は 機能 し な く な り ま す )。 実 弾 マ ガ ジ ン が 装備 され て いる 場合 は 、 ボ ルト を 操作 する だ け で 武器 を 素早 く 再 装填 で べき ます 。 カ ッ ト ダ ウン され 
た .22 は 反動 が 軽く 、 ソ ー ド オフ ショ ッ ト ガ ン よ り も わずか に 精度 が 高い で す が 、 ス トッ ピン グ パワ ー は 最小 限 で す 。 ス トッ ピン グ パワ ー が 最小 
限 で 単発 の 装填 数 で ある た め 、 こ の 貧弱 な 武器 は 、 再 装填 可能 な ジッ プ ガ ン と ほとん ど 変 わり ませ ん 。 ギ ャ ング の メン バー の 間 で は 、 取 り 外 し 可能 
な バナ ナ クリ ッ プ が 付い た カッ ト ダ ウン され た Ruger 10/22 に 遭遇 する こと が あり ます 。 


威力 は 低く 、 精 度 も 低い (銃身 が 改造 され て いる た め ) も の の 、 弾 倉 の 容量 は 25.30、 ま た は 50 発 と 、 特 に 射手 が 予備 の 弾倉 を 持っ て いる 場合 に は 、 
傷 れ な い 成 力 を 発揮 し ます 。 こ の 極め て 危険 な 武器 は 、 は る か に 強力 な TEC-9 や MAC-10 と 多く の 点 で 似 て いま す 。 こ れ ら は 、 裕 福 な 犯罪 者 
が 好む 精度 の 低い 「 弾 丸 ホ ー ス 」 で す 。 


ライ フル や ショ ッ ト ガ ン を 法定 長 さ 以 下 に 切断 する こと は 、 州 法 と 連邦 法 の 両方 で 重大 な 重罪 で す 。 そ の よう な 武器 を 所 持 し て いる (また は 近 
くに いる ) こ と が 発覚 し た 場合 刑務 所 行き に な る こと は 十分 に 予想 され ます 。 


ペン ガン 、 ジ ッ プ ガン 、 お よび 類似 の デバ イス : 


ペン ガン は 、 そ の 名 の 通り 、 ペ ン の よう に 見 える 銃 で す 。 一 見 する と 実際 に ペン に 似 て いる も の も あり ます が 、 ほ と ん ど は ポケ ッ ト ク リッ プ が 付 
いた マー カー サイ ズ の 金属 管 の よう に 見 えま す 。 ペ パンガン の 主 な 長所 は 、 隠 蔽 性 で す 。 ペ パン ガン に は 12 種類 以上 あり ます 。 


大 多数 は 、 単 一 の .22 LR カー トリ ッ ジ を 発射 し ます 。 ほ と ん ど は 安全 で な いか 、 ま た は 武装 する の に 数 ステ ッ プ が 必要 で す 。 使 用 前 に 折り た た ん 
で ピス トル の よう な 構成 に カチ ッ と 音 が する も の を 見 た こと が あり ます 。 こ れ ら は 自己 防衛 より も 暗殺 や 秘密 任務 に 適し て いま す 。 


同様 の 武器 で ある 「 ス ティ ン ガ ー」 に も 同様 の 欠陥 が ある 。 い くつ か の バー ジョ ン が ある が 、 通 常 は 短い 円 筒 形 の 装置 で 、 一 方 の 端 に 銃口 の 役割 を 果 
た す 穴 が ある 。 通 常 は .22 LR カー トリ ッ ジ を 発射 し 、( あ ー) 最 大 限 の 隠蔽 性 を 確保 する た め に 、 端 が 丸く な っ て いる こと が 多い 。 自 転 車 の ハン ド 
ル グ リ ッ プ か ら 突 き 出 た チュ ー ブ の よう な 特大 バー ジョ ン は 、.410 ショ ッ ト シ ェ ル を 発射 する 。 


ペン ガン や ステ ィ ン ガ ー は 、「 偽 装 銃器 」 に 関す る 厳格 な 連邦 法 の せい で 、 今 で は めった に 見 か け ま せん 。 か つて 「 ペ ン ギ ン 」 や 他 の 会 社 は 、 片 方 の 端 
に ね じ 込 まれ た 催涙 ガス カー トリ ッ ジ を 発射 する 金属 製 の パン ガン 装置 を 提供 し て いま し た 。 同 じ ね じ 山 の ババ を あけ た ボル ト を 使用 し て .25 

ACP 弾 を 発射 する こと も で きま す が 、 そ の 結果 得 ら れる 武器 は ひど く 弱 く 、 非 常に 違法 で 、 接 触 射撃 に し か 適さ な い 精 度 し か 得 ら れ な いた め 、 な ぜ わ 
ざわ ざ そ うす る の か 私 に は わか り ま せん 通常 プラ スチ ッ ク で で き て お り 、 小 さ な 発 光信 号 フ レア を 発射 する 「 ペ ン フレ ア . 上 蔵置 は まだ 入手 
可能 で す 。 ペ ン フレ ア は 間違い な く 人 を 驚か せ 、 軟 部 組織 の 奥深 くま で 焼き 付け る こと が で きま す が 、 精 度 が 悪く 、 重 傷 を 負わ せる に は 一 般 的 

に 効果 が あり ませ ん 。 


違法 な 自家 製 「 ジ ッ プ ガン 」 は 、 よ く 似 た 方 法 で 設計 され て いま す 。 こ れ ら は 通常 、 い チュ ー ブ (ライ フル 銃身 の 切り 落と し 、 ス チー ル パ イ プ 、 ま た 
は ラジ オア ン テ ナ の アル ミチ ュー ブ ) で 構成 され 、 一 方 の 端 に 発射 機構 が 付い て いま す 。 こ れ ら の 粗雑 な 機構 は 通常 、 手 の ひら で 叩く 

か 、 引 き 戻し て 放す (コイ ルス プリ ング また は ゴム バン ド に よっ て スナ ッ プ バッ ク す る ) プ ラン ジャ ー で 構成 され て いま す 。 時 に は 、 そ れ ら は し っ か 
り と テー プ で 固定 され て いま す 。 
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ピス トル の グリ ッ プ の 形 に 有 彫 られ た 木 で で きた 銃 。 囚 人 が 作っ た ジッ プ ガ ン は 通常 、 金 属 の 管 、.22 LR カー トリ ッ ジ 、 そ し て 石 で で 
き て いま す 。 言 うま で も な く . 粗 悪 な 材料 で 作ら れ た 粗雑 な 銃 は . 爆 発する 傾向 が ある た め 、 標 的 より も 使用 者 に と っ て 危険 で ある こと 
が 多い で す 。 


「 ブ ラス ト ロッ ド 」( も っ と 良い 名 前 が 思い つか な い の で ) は 、 ゲ リラ 戦士 が 作っ た 「 ト ロン ボー ン スタ イル 」 の ショ ッ ト 
ガン に 似 て いま す 。 こ の 粗雑 な 装置 は 2 本 の パイ プ が スラ イド し て 組み 合わ さっ た も の で 、1 本 は 銃身 を 形成 し 、 も う 1 本 は ベー ス 
に 固定 され た 撃 針 を 備え て いま す 。 こ の 武器 は 、2 つの 部 品 を 叩き つけ る こと で 発射 され ます 。 ブ ラス ト ロッ ド は 基本 的 に 大 幅 に 短 
縮 さ れ た (ヤワラ か ら 警 棒 サ イズ ) トロ ン ボ ー ン ショ ッ ト ガ ン で 、 通 常 は 片手 で 持ち 、 タ ー ゲ ッ ト に 力強く 突き 刺し て 、 着 弾 時 に 発射 
し ます 。2 つの 部 品 は 、 基 本 的 な ガス ケッ ト で 固定 で きま す 。 


「 ナ ッ ク ル ガン 」 は 小さ な パイ プ 継 手 か ら 作 られ て お り 、 同 様 の 原理 で 動作 し ます 。 
銃口 は 握り こぶ し の 指 の 間 ま で 伸び て お り 、 着 弾 する と 武器 が 発射 され ます (通常 は .22 LR また は .32 ACP カー トリ ッ ジ )。 


ステ ィ ン ガ ー と ジッ プ ガ ン の 両方 に 似 て いる の が 、 メ キシ コ 国 境 の 町 で 時 々 売ら れ て いる 平ら な 多 銃 身 銃 で す 。 こ れ ら の 装置 は 、 複 数 の コイ ルス プリ ング 

発射 機構 に よっ て 、 複 数 の .22 マグ ナム 弾 を 個別 に 、 ま た は ほぼ 同時 に (アク チュ エー タ ボタ ン を 波 打 た せる こと に よっ て ) 発射 で きま す 。 こ の 装置 は 、 片 側 に 
同じ 数 の ガイ ド スロ ッ ト と アク チュ エー タ ボタ ン に 対応 する 穴 が 一 列 に 開け られ た 平ら な 金属 箱 の よう に 見 えま す 。 安 全 機構 が な いた め 、 ポ ケッ ト に 入れ て 

いる と き に 誤っ て 発射 され る 可能 性 が ある た め 、 通 常 は デコ ッ ク さ れ た 状態 で 持ち 運ば れ ま す 。 装 置 は 通常 ヒン ジ で 開い て リロ ー ド し ます 。 こ の 装置 の 別 の 
バー ジョ ン で は 、 リ ロー ド す る た め に レシ ー バ ー か ら ね じ を 外す 必要 が ある 2 つ (また は 3 つ ) の 短い 銃身 を 使用 し ます 。 こ れ ら の 装置 は 、 国 内 だ け で な く 海 外 で も 
製造 され て いま す が 、 ブ ラッ ク マー ケッ ト の アイ テム の み で す 。 こ れ ら の デザ イン は 、 ベ ルト バッ クル に も 組み 込ま れ て お り 着用 者 か ら 横 向き に 弾 を 発射 で きま 
す (た だ し 、 こ の バリ エー ショ ン は まれ で す )。 


ペン ガン と 遠縁 な の が 、ASP が 販売 し て いる 「 吹 き ペ ン 」 で す 。 主 に ノベル ティ アイ テム と し て 販売 され て いる この 装置 は 、 太 い 

万 年 筆 の よう で 、 全 長 に わた っ て チュ ー ブ が 通っ て お り 、 そ こ か ら 小 型 の 吹き ペン ダー ツ を 発射 で きま す 。 精 度 と 速度 に は 限界 

が ある た め 、 至 近 距 離 で し か 撃て ませ ん 。 こ の 小さ な ダー ツ は 、 目 に 直接 撃た れ な い 限 り 、 人 を 傷つけ る こと は あり ませ ん 。 し か 

し 、 ダ ー ツ に 強力 な 神経 毒 を 塗れ ば 、 こ の 吹き ペン の お も ちゃ は 、( あ り そ う も な いで す が ) 暗殺 装置 と し て 十分 使え る で し ょ う 。 
同様 の 装置 は 、 ス トロ ー な ど 、 短 い 細い チュ ー ブ か ら 作 る こと が で きま す 。 あ まり 知ら れ て いな い 武 器 の 1 つ に 「 毒 入り ダー ツ 
ペン 」 が あり ます 。 こ れ は 、 い くつ か の バー ジョ ン (通常 は 推進 力 と し て 圧縮 ガス カー トリ ッ ジ を 使用 ) で 作ら れ 、 ン 連 の 課 報 上 員 に 支給 
され まし た 。 コ レク ター の 手 に 渡っ て いる も の は ほとん ど な く 、 複 製品 を 商業 的 に 販売 する 試み も 行わ れ て いま せん 。 


ペン ガン の よう な お 発射 機構 は 、 口 紅 の チュ ー ブ 、 ポ ケ ベ ル 、 ジ ッ ポ ー ラ イタ ー、 ベ ルト の バッ クル 、 タ イヤ の 圧力 計 、 ペ ン ラ イ 
ト 、 オ ー ト バイ の ハン ドル グリ ッ プ 、 大 き な ボ ルト 、 タ バ コ の パイ プ 、 カ メラ 、 杖 な ど に 隠さ れ て いま す 。「 トロ ン ボ ー ン 型 」 の 
発射 装置 は 、 ラ グレ ンチ 、 ソ ケッ トレ ンチ 、 オ ー ト バイ の ショ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー、 高 速 道路 の フレ ア な ど に 隠さ れ て いる か 、 ま た は 備 装 
され て いま す 。 こ れ ら の 武器 は 、 ガ レー ジ の 作業 台 で 粗雑 に 作ら れ た 個別 の プロ ト タ イ プ で ある の が 一 般 的 で す が 、 ま れ に 例外 
も あり ます 。 こ れ ら の 武器 の ほとん ど は 「 自 己 防衛 」 を 目的 と し て いま す が 、 こ の 用 途 で は まっ た く 役に立ち ませ ん 。 主 な 機 
能 は 、 公 式 の 検問 所 で の 武器 や 禁制 品 の 簡単 な 検査 を 妨害 する こと で す 。 


これ ら は 課 報 員 、 テ ロリ スト 、 暗 殺 者 に 最適 で す (た だ し 、 
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ギャ ング の メン バー や プロ の 犯罪 者 に も 人 気 が あ り ま す 。 ほ ぼ ど こ で も 禁止 され て いま す 。 


バン ステ ィ ッ ク : 


バン ステ ィ ッ ク (「 シ ャ ー ク ステ ィ ッ ク 」 と 呼ば れる こと も あり ます ) は 、 ス キュ ー バ ダイ バー が サメ の 攻撃 か ら 身 を 守る た め に 販 
売 さ れ て いる 装置 で す 。 さ ま ざ ま な 名 前 で 販売 され て いる デザ イン が いく つか あり ます 。 

ピス トン の よう な 槍 先 を 先端 か ら 発射 する た め に CO02 カー トリ ッ ジ を 使用 する も の も あり ます が 、 こ こ で 説明 する の は 、 ロ ッ ド の 端 に シ 

リン ダー が あり 衝撃 を 受け る と カー トリ ッ ジ (5.56 mm また は 12 ゲー ジ の 散弾 銃 の 弾丸 ) を サメ の 体 に 発射 する も の で す 。 


ロッ ド の 長 さ は 、 槍 ほど の 大 き さ か ら 1 フィ ー ト を 少し 超え る 長 さ まで さま ざま で す 。 短 いも の は 厚手 の コー ト の 下 に 簡単 に 隠す こと が で き 、 安 全 装 置 も 付い て 

いま す 。 こ れ ら の よく 設計 され た ツー ル は 、 上 記 の トロ ン ボ ー ン スタ イル の ショ ッ ト ガ ン と は 異な り 、 信 頼 性 が 高く < 安全 に 使用 で きま す 。 本 来 の 目的 で 使用 する 限り 、 
購入 お よび 所 有 は 合法 で す (た だ し 、 ダ ウン タウ ン を 歩い て いる と き に 弾丸 の 入っ た バン ステ ィ ッ ク を 身 に 着け て 隠し て お く の は 、 非 常に 違法 で す )。1 発 発射 する と 、 
バン ステ ィ ッ ク は 梶 棒 と し て 使用 で きる ほど 頑丈 に な り ま す 。 こ の 武器 の 自家 製 バ ー ジ ョ ン が 時 々 見 られ ます 。 


軍用 タイ プ の 武器 は 、 過 激 派 武装 グル ー プ (通常 は 、 非 現実 的 で は ある が 明確 に 定義 され た 政治 的 、 宗 教 的 、 ま た は 人 種 的 目的 を 持つ ) の メン バ 
ー の 間 で 人 気 が あ る 。 こ の よう な グル ー プ は 、 テ ロ 行 為 を 助長 し て いる 疑い で FBI に よっ て 監視 され る こと が 多い 。 


これ ら の 武器 は 、 エ リー ト 軍 部 隊 に 所 属し て いた と 虚偽 の 主張 を する 「 ア ー ム チェ ア ・ コ マン ドー」 に も 高く 評価 され て お り 、 嘘 に 信 
韻 性 を 持た せる た め に 物理 的 な 「 証 拠 」( 多 く の 場合 郵送 に よる 記章 、 勲 章 、 ベ レー 帽 の 形 ) を 要求 する 。 


犯罪 者 が 近い 将来 に 武器 を 使用 する つも り が な い 限 り 、 こ れ ら の 武器 は 路上 で 持ち 運ば れる こと は めった に あり ませ ん が 、 住 宅 や クラ ブ ハ ウ ス 
で は よく 見 か け ま す 。 
戦闘 用 、 突 撃 用 、 狙 撃 用 、 対 物 用 ライ フル は 含ま れ て お ら ず 、 各 種 の 「 重 火器 」 も 含ま れ て いま せん 。 


トレ シ チ ナ イフ : 


町 壊 ナ イフ は 第 一 次 世界 大 戦中 に 人 気 が あ り 、 そ の 複製 品 (品質 と スタ イル は さま ざま ) は 銃器 展示 会 や 多数 の 通信 販売 で 入手 可能 で す 。 


典型 的 に は 、 ナ ッ ク ル ボウ また は ブラ スナ ッ ク ル の セッ ト と 、 大 き な 固 定 刃 (通常 は ダガー また は ボウ イス タイ ル ) が 組み 合わ され て いま す 。 多 
く の 場 合 、 ナ ッ ク ル プロ テク ター に は 突起 また は スパ イク が 装備 され て お り 、 パ ンチ に よる ダメ ー ジ を 最大 化し ます 。 柄 頭 に は 、 頭 蓋 骨 へ の 打 
撃 を 強め る た め に 、 何 ら か の 突起 が 取り 付け られ て いる の が 普通 で す 。 


ナッ クル プロ テク ショ ン は ナイ フ の 握り を 移動 させ る 能力 を 阻害 し 、 
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戦闘 中 の 危険 性 を 回 避 し ます 。 た だ や みく も に 振り 回 す だ け で 相手 に 怪我 を 負わ せ た い 未熟 な 戦士 に 最適 で す 。 デ ザイ ン に 金属 製 の ナッ ク 
ル が 組み 込ま れ て いる た め 、 ほ ぼ ど こ で も 所 持 す る こと は 違法 で す (た だ し 、 テ ー ブ ル に 刺さ っ て いた り 、 壁 に 掛け られ て いる の を よく 見 か け 
ます )。 


銃剣 : 


銃剣 は 、 も と も と ライ フル の 銃身 の 端 に 取り 付け る た め の も の で し た が 、 実 用 目的 だ け で な く 、 近 接戦 闘 に も 使用 され る こと が 多く な り ま し た 。 銃 
剣 に は さま ざま な サイ ズ と 形状 が あり 、 第 一 次 世界 大 戦 の 銃剣 は 短剣 に 似 て お り 、 現 代 の 銃剣 は 米 海兵 隊 の Ka-Bar 戦闘 用 ナイ フ に 似 て い 
ます 。「 ス パイ ク . 赤 剣 (銃身 の 下 の ヒ ンジ に 取り 付け られ る か 、 銃 口 に 直接 挿入 され る ) に つい て は 、 こ こ で は 説明 し ませ ん 。 


銃剣 は 通常 片刃 で (研ぐ の が 難し い 場 合 が 多い ) 、 非 常に 耐久 性 が 高い 傾向 が あり ます 。 多 く の 銃 剣 に は 小さ め の グ リッ プ や 取り 付 
け 金 具 が 付い て お り 、 手 に 持つ の が 不快 で す 。 重 く 、 扱 い に くく 、( 通 常 は 鈍い た め 、 武 器 と し て は あま り 役 に 立ち ませ ん 。 お そら く 、 高 品 @ 
の 肉 切り 包丁 の ほう が 役に立つ で し ょ よう 。 


ピラ ム バ リス ティ ッ ク ナ イフ : 


ピル ム バリ ステ ィ ッ ク ナイ フ (「 ス プリ ング ブレ ー ド 」、「 フ ロリ ダ ナイ フ 」、 ま た は 「 フ ライ ング ダッ チマ ン 」 と も 呼ば れる ) 
は 、 も と も と SPETsNAZ (ソ連 の 特殊 部 隊 ) の 隊員 に 限定 し て 配布 する こと を 目的 と し た スプ リン グ 推 進 式 銃剣 と し て 設計 され 
まし た 。 戦 利 品 と し て 数 個 が 持ち 帰ら れ た 後 、「 フ ロリ ダ ナイ フ カン パニ ー」 は 数 千 個 の 複製 品 を 製造 し 、 主 に Solder of Fortune 
な どの 出版 物 を 通じ て 通信 販売 され まし た 。 そ の 後 ま も な く 、 議 会 は これ を 禁止 し まし た が 、「 バ リス ティ ッ ク メイ ス 」 と 「 バ リス 
ティ ッ ク グラ ッ プ リン グ フッ ク 」 は 今 で も 入手 可能 で す 。「 バ リス ティ ッ ク ナイ フ 」 は 、 コ イル スプ リン グ が 含ま れ て いな けれ ば 、 
今 で も 合法 的 に 購入 で きま す 。 


この 武器 は 短い 金属 製 の 警 要 の よう な 形 を し て お り 、 引 き 離 す と 小さ な 短剣 が 現れ る 。 普 通 に 使用 する こと も で きる が 、 柄 の 小さ な レバ ー を 押す と 、 
最大 20 フィ ー ト 離れ た 標的 に か な り の 精度 で 刃 を 発射 する こと が で きる 。 刃 は 強力 な 圧縮 コイ ル スプ リン グ を 介し て 発射 され 人 が ナイ フ を 投 
げ る より も は る か に 強力 に 推進 され る 。 安 定 チ ュー ブ に より 刃 は 真っ 直ぐ 正確 に 飛ぶ 。 肉 に は 柄 ま で 沈み 、 骨 に は 刺さ る 。 ス プリ ング が 非常 に 強 
力 な た め 、 安 全 装 置 が な く 、 こ れ は 良く な い 。 警 棒 の よう な 輔 が 唯一 の 安全 装置 で あり 、 誤 っ て 発射 し た 場合 に 脚 を 突き 刺す の を 防ぐ 。 ピ ルム は 

全 50 州 で 違法 で ある 。 


手 柚 弾 : 


手 槽 弾 (ライ フル 手 槽 弾 や 手 槽 弾 カ ー ト リッ ジ と は 異な り ま す ) は 、 敵 に 投げ つけ る こと を 目的 と し た 小型 爆 書 で す 。 手 
岬 間 に は さま ざま な 形態 が あり ます が 、 こ こ で は 破片 、 ガ ス 、 ス タン 、 煙 の 4 種類 に つい て 説明 し ます 。 


軍用 破片 手 槽 弾 は 重く 、 か さば り 、 陣 し に くい 傾向 が ある が 、 テ ロリ スト の お 気に入り の 武器 で ある 。 現 代 の 破片 手 憶 弾 は 小型 車 を ひっ くり 返す ほど 
の 威力 が ある が 、 旧 型 は は る か に 弱い 。 手 机 弾 は 閉鎖 され た エリ ア 内 の 立っ て いる 標的 に 対し て 最も 効果 的 で ある 。 屋 外 の 伏せ た 標的 に 対し 
て は 、 
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ほとん ど 効 果 が あり ませ ん 。 現 代 の 手 林 紋 は 、 半 径 10 フィ ー ト 以内 の すべ て を 殺 し 、30 フィ ー ト 以内 の 人 を 負傷 させ る こと が 十分 に 予想 され ま 
す 。 古 い 「 パ イナ ッ プ ル 」 手 税 弾 や 、 ほ と ん どの 自家 製 パ イプ 爆弾 は 、 は る か に 効果 が 低く 通常 、 秒 速 10.000 フィ ー ト を は る か に 超え る 速 
度 で 飛ぶ 数 百 の 鋼鉄 の 破片 と は 対照 的 に 、 秒 速 約 800 フィ ー ト で 飛ぶ 約 12 個 の 大 き な 破 片 に 爆発 し ます 。 


オラ ンダ の 「V-40」 は 、 ベ トナ ム 戦 争 中 に 特殊 部 隊 に 大 量 に 支給 され た ゴル フ ボ ー ル 大 の 「 ミ ニ 手 檜 弾 」 で し た が 、 今 で は ほとん ど 見 か け ま 

せん 。 英 を 殺 す 可 能 性 は あり まし た が 、 追 跡 を 阻止 する た め に 使わ れる の が 一 般 的 で し た 。 大 型 の 手 槽 弾 ほ どの 死傷 者 を 出す こと は で きま せん で し 
た が 、 は る か に 遠く まで 投げ る こと が で き 、 ポ ケッ ト に 6 個 ほ ど 収 納 で きま し た 。 ミ ニ 手 科 弾 に 似 た パイ プ 爆 弾 は 2 つの エン ドキ ャ ッ プ が 付 

いた 1 イン チ メ 1 イ ンチ の 亜鉛 メッ キ 鋼 管 で 作る こと が で き 無煙 火薬 を 詰め て 短 時 間 の 信管 を 取り 付け ます (た だ し 、 こ れ は 州 レ ベル で も 連 

邦 レ ベル で も 重罪 と な り ま す ) 。 


この 装置 の 劣化 版 は 、 使 用 済み の C02 カー トリ ッ ジ に マッ チ の 頭 の 削り か す を 詰め て (爆竹 の 導火線 を テー プ で 留め て ) 作 られ て お り 、10 代 の 
不良 少年 の 手 に よく 見 られ ます 。 


ガス 手 衝 弾 通常 、 缶 入り か 球形 で す 。 爆 発 型 ま た は エア ロ ソ ゾル 噴霧 型 で す 。 典 型 的 に は 催涙 ガス (CN、CS、 ま た は OC) で す が 、 他 の ガス も 存在 し 
ます 。 暴 動 鎮圧 の 目的 で 向 入 り 手 梱 弾 に 吐き 気 ガ ス や 軽度 の 神経 ガス (一 時 的 な 見 当 識 障害 %] 覚 、 ま た は 麻痺 を 引き 起こ す ) が 詰め られ た こと が 
あり ます が 、 国 内 で (公式 に ) 使 用 され た こと は あり ませ ん 。 ソ ビエ ト 連 邦 は 毒ガス 手 箇 弾 を 時 折 使用 に て いた こと が 知ら れ て いま す 。 シ アン 化 
物 ガス 手 槽 弾 は 、 化 学 物質 と 説明 書 さ え あ れ ば 、 テ ロリ スト の 自宅 で 簡単 に 即席 で 作る こと が で きま す 。 虫 剤 噴 唆 器 に は 、 戦 争 ガス を 希釈 する 

の と 同様 の 効果 ( 水 癒 形成 (けい れん 、 内 出血 な ど ) が あり 、 多 く の 場 合 、 共 通 の 成分 を 共有 し て いま す 。 ウ ッ ド チャ ッ ク を 殺 す た め に 使用 され 

る 導火線 付き の 小型 ガス 手 箇 弾 は 、 密 閉 さ れ た 区 域内 で 大 量 に 点火 し な い 限 り 、 発 生 す る ガス の 量 が 少な すぎ る た め 、 人 間 に 対 し て 効果 が あり 
ませ ん 。 


スタ ン グレ ネー ド に は 、 ス タン ボー ル と フラ ッシュ バン の 2 つの カテ ゴリ が あり ます 。 ス タン ボー ル グレ ネー ド は 、 群 衆 の 制御 や 刑務 所 の 暴動 鎮 
圧 に 使用 され ます 。 基 本 的 に は 、 プ ラス チッ ク ま た は ゴム の ボー ル を 破片 と し て 使用 する 非 致 死 性 の 破片 手 構 で す 。 刺 す よ うな みみ ず 腫 れ 

を 残し 、 周 囲 に いる と 不快 で す 。 フ ラッ シュ バン 手 槽 弾 は 、 い わ ゆ る 「 爆 発 侵入 」 の 直前 に バリ ケー ド で 囲ま れ た 犯罪 者 の 方 向 感覚 を た 失わ せる た め 
に 使用 され ます 。 目 も くら む よ う な 関 光 (また は 一 連 の 爆発 と 内 光 ) を 伴っ て 爆発 し 、 警 察 の SWAT チー ム や 軍 の 対 テ ロ 部 隊 に 好ま れ て いま す 。 法 
執行 機関 専有 で す が 、 ど ちら の タイ プ も 闇市 場 に 出回る こと が あり ます 。 


煙 手 欄 弾 は 、 遮 蔽 、 信 号 、 火 災 シ ミュ レー ショ ン に 使用 され ます 。 軍 用 キャ ニス ター グレ ネー ド ま た は 「 ノ ベル ティ 信管 点火 手 欄 闇 と し て 利用 で きま す 。 発 生 する 煙 の 量 は 非 
常に 多様 で す 。 煙 は 白 、 灰 色 、 黒 な どの 色 が あり 、 ま た 、 薄 い 場合 や 濃い 場合 も あり ます 。 煙 手 和 弾 の 中 に は 、 風 が な けれ ば 何時 間 も 拡散 し な い 100,000 立方 フィ ー ト 

を 超え る 濃い 灰色 の 煙 を 発生 させ る も の も あり ます 。 多 く の 煙 手 欄 弾 は 、 可 燃 性 物質 に 発火 する の に 十分 な 熱 を 発生 し ます 。 小 さ な プ ラス チッ ク 容 器 (フィ ルム キャ ニス ター な 
ど ) に 関 光 薬 を 詰め 、 信 管 で 点火 する と 、 爆 発し て 巨大 な 煙 の 雲 が 発生 し ます 。 「 忍 者 煙 玉 」 は 化学 ペレ ッ ト (通常 は 自家 製 ) で 、 硬 い 表面 に 衝突 する と 小さ な 煙 の 雲 に 爆発 

し ます 。 煙 手 槽 弾 は 追跡 を 逃れ た り 、 動 き を カモ フラ ー ジ ュ し た りす る た め に 使用 で きま す 。 


短 機 関 銃 : 
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サブ マシ ン ガ ン (SMG) は 、 ピ スト ル 弾 (通常 9mm) を 発射 する 全 自 動 武 器 と 定義 され て いま す 。 ハ リウ ッ ド が 私 た ち に 信じ 込ま 
せよ うと し て いる の と は 反対 に 、SMG は 街中 で めった に 見 か け ま せん が 、 多 く の 過 激 派 グ ルー プ が それ を 備蓄 し て いま 

す 。「 狂 っ た 孤独 者 』」 の よう な サバ イ バ リ スト が ベッ ド の 下 に 弾丸 の 入っ た 自動 小銃 を 保管 し て いる 可能 性 は あり ます が 、 そ の よう な 
こと は まず あり 得 ま せん (すぐ に 明らか に な り ま す )。 


偏執 狂 、 人 種差 別 主義 者 、 大 量 殺 人 犯 は 皆 、 自 動 小 銃 を 所 有する こと を 夢見 ます が 、 全 自動 小銃 の 入手 は 信じ られ な い ほ と ど 困 
難 で す 。 ほ と ん どの 変人 や 犯罪 者 は 、 最 終 的 に は 簡単 に 入手 で きる 半自動 小銃 で 我慢 し な けれ ば な り ま せん (セン セー ショ ナル な 
報道 で は 、 こ れ を 「 高 容量 の 軍用 兵器 」 と 表現 する こと が 多く 、 誤 っ て 選択 射撃 能力 を 示唆 し て いま す )。 


多く の 州 で は 、 法 を 順守 する 市 民 が 実際 に 合法 的 に 自動 小銃 を 所 有 で きる と いう こと を ほとん どの 人 は 知ら な い 。 こ れ に は 「 ク ラス 
目 連邦 銃器 許可 証 」 の 申請 が 必要 で 、 こ れ は 指紋 、 写 真 、 広 範 な 身元 調査 を 伴う 面倒 な 手続 き で ある 。 申 請 が 承認 され た 後 、 サ 

ブ マ シン ガン を 購入 する つも りな ら 、BATF の エー ジェ ント が 自宅 を 訪れ 、 次 難 防止 の 金庫 と 自動 ダイ ヤル を 備え た 最高 品質 の セ 
キュ リティ シス テム が ある か どう か 確認 する 。 エ ー ジ ェ ン ト が サブ マシ ン ガ ン が 簡単 に 盗ま れ な いと 確信 する と 、 認 可 さ れ た クラ 
ス I デイ ー ラ ー か ら サ ブ マ シン ガン を 購入 する こと が 許可 され る 。 武 器 自体 の 法 外 な 費用 に 加え て 、200 ドル の 連邦 税 を 支払 う 必 
要 が あり 、ATF は コレ クシ ョ ン を 「 検 査 」 す る た め に 予告 な し に 訪問 する 権限 が 与え られ る 。 


統計 に よる と 、 合 法 的 に 入手 され た 自動 小銃 が 犯罪 に 使用 され た 例 は これ まで 一 つも な い 。 


まれ に サブ マシ ン ガ ン が 海外 か ら 輸 入 さ れる こと も あり ます が (通常 は コカ イン や ヘロイン の 輸送 に 伴っ て )、 犯 罪 者 の 間 で 流通 し て 
いる サブ マシ ン ガ ン の ほとん ど は 、 半 自動 小銃 を フル オー ト の 交換 部 品 が 使用 で きる よう に 改造 し た も の 部 分 的 に 不 完全 な 

通信 販売 の 「 キ ッ ト 」 か ら 組 み 立 て た も の 、 ま た は 広く 入手 可能 な テン プレ ー ト を 使用 し て ガレ ー ジ の 機械 工場 で ゼロ か 

ら 製 造 さ れ た も の で す 。 半 自動 小銃 を 「 フ ルオ ー ト 」 ま た は 「 セ レク ト フ ァ イ ア 」 機 能 に 改造 する の は 困難 で 、 費 用 が か か り 、 
リス ク も 伴い ます 。 ま た 、 多 く の 銃 器 が 、 そ の 過程 で 修復 不可 能 な 損傷 を 受け て いま す 。 通 常 、 こ れ は 、 禁 制品 の 武器 を 金庫 に 閉じ 
込め て お く こ と だ けが 犯罪 豚 9 で ある 、 そ れ 以 外 は 法 を 遵守 し て いる 収集 家 が 使用 する 方 法 で す 。 


ステ ン ガ ン キッ ト は 以前 か ら 広く 販売 され て いま し た が 、 最 近 に な っ て よう や く 広 告 が 消え まし た 。 通 常 、 武 器 は 禁止 され て いる レシ 
ー バ ー を 除い て 完成 し て お り 、 レ シー バー 用 の 鋼管 の 一 部 と 、 切 断 お よび 穴あけ の テン プレ ー ト お よび 詳細 な 説明 書 が 付属 し て いま 
す 。 レ シー バー が 製造 され た 後 、 い くつ か の 小さ な バネ 仕掛 け の 部 品 を 組み 立て る 骨 の 折れ る 作業 が 始ま り ま す 。 ほ と ん どの 愚か 者 は 、 
この よう な 精密 な 作業 を 行う 忍耐 力 と スキ ル の 両方 を 欠い て お り 、 そ の 試み は 失敗 する 運命 に あり ます 。MAC スタ イル の SMG 

の 板金 フレ ー ム と レシ ー バ ー の 個々 の セク ショ ン も 、 組 み 立 て を 容易 に する た め の 数 十 の 「 交 換 部 品 」 と と も に 、 通 信販 売 で 入手 

で きま す 。 


SMG を 含む さま ざま な 「 退 役 」 軍 用 兵器 が 「 展 示 品 」 と し て 今 で も 入手 可能 で す 。 一 般 的 に 、 そ れ ら は 909% 以上 が その まま 

の 状態 で 、 発 射 さ れ な いよ うに レシ ー バ ー の 一 部 が 切り 取ら れ て いる か 、 代 わり に アル ミ 製 の 「 ダ ミー」 が 取り 付け られ て いま す 。 改 
造 さ れ た (また は 偽造 され た ) レシ ー バ ー を 自宅 の 工房 で 作ら れ た レシ ー バ ー に 交換 すれ ば 、 武 器 は 再び 使用 可能 に な る 可能 性 
が あり ます 。 


し か し 、 本 格 的 な 過激 派 は 、 十 分 な 材料 が あれ ば 数 百 の サブ マシ ン ガ ン を 一 か ら 製 造 で きる 地下 工場 を 持っ て いる 。 
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鋼管 の 断 上 誰か ら さ ま ざ ま な ステ ンタ イプ の 武器 を 作る こと は 広く 可能 で あり 、 適 切な ツー ル を 備え た 熟練 し た 機械 工 に と っ て は 簡単 な 作業 で す 。MAC や 
Uzi スタ イル の 武器 は 作成 が より 困難 で す が 、 法 律 を 破る 傾向 が ある 熟練 の 機械 工 の 能力 を 超え る も の で は あり ませ ん 。 


サブ マシ ン ガ ン は 一 般 的 に 裕福 な 過激 派 組織 、 特 に 終 未 的 な 未来 を 夢見 る 組織 に よっ て (弾薬 の パレ ッ ト と と も に 備蓄 され て いま す 。 通 常 、 違 法 な 
自動 小銃 は グリ ー ス (また は 乾燥 剤 ) で 満た され 、 将 来 の 使用 に 備え て 人 里 離れ た 場所 に 埋め られ ます 。 な ぜ な ら 、 そ の 所 持 は 非常 に 重大 な 犯罪 だ か 
ら で す 。 し か し 、 ま れ に 、 特 定 の 犯罪 グル ー プ (通常 は 外国 人 また は 未熟 な ギャ ング ) が 邊 動 小銃 を 使用 し て 強盗 を 働い た り 、 敵 対す る ギャ ン 

グ と 戦争 を し た りす る 場合 も あり ます 。 あ な た の 活動 が 彼ら の 存続 に 対す る 重大 な 脅威 で ある と 考え る ギャ ング に よっ て 暗殺 の 標的 に され 

な い 限 り 、 路 上 で サブ マシ ン ガ ン に 遭遇 する リス ク は ほとん ど あ り ま せん 。 


あと が き 


プロ の 犯罪 者 (また は 犯罪 に 狂っ た 人 ) の 手 に 握ら れ て いる 可能 性 の ある あり と あら ゆる 珍し い 武 器 に つい て 取り 上 げ ま し た 。 し か し 、 こ こ で は 

取り 上 げ る に は あま り に も 希少 また は 非 現実 的 な 、 文 字 通り 何 百 も の 奇妙 な 武器 が 存在 し ます 。 い くつ か の 例 を 挙げ る と 、 火 炎 銃 、 ジ ャ イロ ジェ 

ッ ト ピス トル 、 ナ イフ ピス トル 、 ス リー ブ ガン 、 ハ ッ ト ガン 、 ブ リー フケ ー ス ガン 、 電 子 発射 銃 、 遠 隔 発射 銃 、 義 肢 に 隠さ れ た 銃 、 シ ガレ ッ ト 

ガン 、 管 状 の 短剣 、 毒 入り 水鉄砲 そし て 常に 悪意 に 満ち た 注射 器 な ど で す 。 サ イレ ント 武器 (特に ル ガ ー Mk Il| と マカ ロフ ) は 、 つ い 最 近 ま で 
市 場 に 出回っ て いた 「 再 梱包 お よび 修理 キッ ト 」 が 豊富 に あっ た た め 、 和 驚く ほど 簡単 に 手 に 入り ます が 、 街 中 で 偶然 唱 遇 する 可能 性 は 極め て 低い た め 、 除 
外し まし た 。 


ハリ ウッ ド の 発明 品 (「 前 腕 に 巻き 付け る ロー ラー トラ ッ ク リグ の 銃 」 や 「 リ スト バン ド に 取り 付け る 飛び 出し ナイ フ 」 な ど ) で 毒物 (生物 兵器 を 含む あ 
ら ゆ る 種類 の も の ) や 高度 な 技術 を 備え た 装置 ( 超 音波 か く 乱 装置 や 放射 性 兵器 な ど ) も 除外 され て いま す 。 た だ し 、 特 定 の 書籍 や イン ター ネッ ト 

の Web サイ ト に は 、 こ の よう な 装置 を 組み 立て る た め の 詳 細 な 手順 が 記載 され て いる た め 、 こ れ ら の 装置 が いつ の 日 か 犯罪 者 の 手 に 渡る 可能 性 は 常に あ 
り ま す 。 


知識 は 力 で す 。 特 定 の 隠さ れ た 武器 の 存在 、 お よび その 長所 と 短所 を 知っ て いれ ば 、 不 意 を 突 か れる 可能 性 が 低く な り 、 よ り 効 果 的 に 身 を 守る こと が で き 
ます 。 


皆さん 頑張 っ て くだ さい 。 


